
山 667-2000・ 12・ 20(第二種郵便物認可) 第 667号平成12年 12月 20日 発行 (毎月20日 発行)
昭 和 49年 8月 31日  第 三 種 郵 便 物 認 可

2000年 (平成 12年 )

12月 号 (No.667)
襟買日本 山 岳 会
The Japanese Alpilne Club

定価 1部 150円

目  次
ヒマラヤ登山の20世紀…・・・・・01

日韓学生友好登山・・・・・・・・・・・・・・7

海外の山・・・・・・・・・0・・・・・・・・・・ 8
報告

総務委・第31回新入会員オリエ
ンテーション開催‥・・・・・・・・ 9
自然保護委・北高尾の森づくり9
資料委・山岳博物館連絡会議 10

フィルムビデオ委・「雪の薬師、

槍越え」上映・・・・・・・・‥・・・・010

東北自然保護のつどい・・・・・・11

支部だより・・・・・・・・・・・・・・・・・012

山陰支部 宮崎支部 青森支部
東西南北
エベレスト登頂とタイムカプセル14

シャモニの正しい発音とラスキ

ンについて・。・・・・・・・・・・・・・・15

慈恵医大山岳部70周年・・・・・ 16
モンゴルブルーの空・00…・0017

ウェストン肖像写真の謎‥・・18

山岳博物館散歩・ 8・ 00・・・・・・・17

図書紹介・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・19

図書受入報告・新入会員‥・・…20
会務報告・・・・0000・・・・・・・・・・・021

会員異動・ルーム日誌・・・・・・・・22
1NFORMATION・・・・・・・・・・・・・23

>日 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間
月・火・木 000000000・・10～ 20時
水・金 000000000・ 0000013～ 20時
第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・。閉室
第 1、 第3、 第5土曜日・・10～ 18時

>ルーム年末年始休み 。・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・12月 29日 ～1月 8日

ヒマラヤ登山の20世紀

日本ヒマラヤ協会 山森欣―

エヴェレスト登頂者にも中高年が増加している

筆
者
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
愛
好
者
の
ひ

と
り
と
し
て
二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
を
ま
と
め
た

「日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
通

史
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
及
ば
ず
な
が

ら
そ
の
概
要
を
Ｈ
Ａ
Ｊ
機
関
誌
に
連
載
す

る
決
意
で
あ

っ
た

（開
始
は
明
年
春
の
予

定
）
。こ
の
度
は
か
ら
ず
も
編
集
人
か
ら

「二

十
世
紀
日
本

の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山

の
ま
と

め
」
の
依
頼
が
あ
り
、
適
任
と
は
思
わ
れ

な
い
が
、
日
頃
会
の
行
事
に
も
参
加
し
な

い

一
不
良
会
員
の
義
務
と
し
て
引
き
受
け

る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
「山
」
の
紙
面

の
量
的
な
こ
と
も
考
慮
し
て
七
～
八
千
メ

ー
ト
ル
峰
登
山
を
中
心
に
し
た
形
式
で
戦

後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
概
観
を
ま
と
め
て

み
た
。
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
数

字
は
、
お
お
よ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

登
山
の
価
値
と
文
章
は
す
べ
て
筆
者
の
考

え
方
で
あ
り
、
責
任
を
も

っ
て
執
筆
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

■
戦
前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

戦
前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
実
現
し
た
の

は
、
立
教
大
学
隊

（堀
田
弥

一
隊
長
）
の

ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト

（六
八
六

一
メ
ー
ト
ル
）

だ
け
で
あ

っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
他
の
大
学

も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
登

山
の
進
展
過
程
や
各
組
織
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
安
川
茂
雄
著

『近
代
日
本
登
山
史
』

（あ
か
ね
書
房
）
と
山
崎
安
治
著

『新
稿
日

本
登
山
史
』
（自
水
社
）
に
詳
し
い
。
こ
こ

で
は
三
つ
の
出
来
事
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

一
九

一
五
年

（大
正
四
）
慶
応
義
塾
山

岳
会
が
創
立
さ
れ
、
二

一
年
、
槙
有
恒
が

ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
を
初
登
攀
し
た
。
二
四

年
暮
れ
頃
、
槙
は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
に

副
長
兼
教
頭
の
山
本
五
十
六
を
訪
ね
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
の
参
考
に
す
る
た
め
、
高
々
度

用
酸
素

マ
ス
ク
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
翌
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二
五
年
、
槙
ら
が
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ

（三
六

一
九
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
し
た
。

一
九
二
七
年
、
長
谷
川
伝
次
郎
が
カ
イ

ラ
ス
を
巡
礼
、
翌
年
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ

ト
を
周
遊
し
た
。
長
谷
川
は
三
〇
年
十

一

月
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
小
集
会

（九
十
余
名
）
で
「ヒ

マ
ラ
ヤ
の
旅
」
の
講
演
を
行

っ
た
。
こ
の

話
を
聞
い
た
立
教
大
学
の
堀
田
弥

一
は
、

三
日
間
長
谷
川
家

に
通

い
詳
細

に
聞
き

「我
々
の
冬
山
の
経
験
で
六
千
メ
ー
ト
ル

以
上
の
未
踏
の
山
を
登
頂
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
、
と
直
感
し
た
」
。
加
藤
泰
安
も
ま

た
こ
の
講
演
を
聞
い
た
夜
、
興
奮
の
た
め

眠
れ
な
か
っ
た
。

一
九
二
九
年
、
ド
イ
ツ
隊
が
カ
ン
チ

ェ

ン
ジ

ュ
ン
ガ
に
挑
戦
し
、
パ
ウ
ル

・
バ
ウ

ア
ー
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
報
告
書

⌒
ロヨ

バ
〔当
】ｏ
「
ｃ
８
Ｑ
①
”
〓
一ヨ
”
ご
く
”
）
が
三

丁
年

に
出
た
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
京
都
大
学
の

今
西
錦
司
ら
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
行
く
同
志
の

結
合
を
は
か
る
必
要
を
感
じ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
を

設
立
し
、
富
士
山
で
極
地
法
登
山
を
展
開

す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
が
、
結
局

戦
前
に
は
彼
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
実
現

し
な
か

っ
た
。
こ
の
年
二
月
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

小
集
会

（四
十
余
名
）
で
二
九
年
と
三
〇

年
の
カ
ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
遠
征
に
つ
い

て
、
松
方
三
郎
と
浦
松
佐
美
太
郎
が
講
演

を
行

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、

ド
イ
ツ
の
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
遠
征
が
、

戦
前
の
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
熱
の
引
き

金
に
な

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

■
戦
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

一
、　
一
九
五
二
―

一
九
六
五

［初
登
頂
時
代
］

戦
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、　
一
九
五
二

年
の
マ
ナ
ス
ル
偵
察
か
ら
始
ま
っ
た
。
五

六
年
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
か
ら
ネ
パ
ー
ル
が

一
時
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
禁
止
す
る
六
五
年

ま
で
の
登
山
は
、
「初
登
頂
」
が
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。
標
高
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
峰

の
初
登
頂
を
あ
げ
る
と
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
北

東
峰

（五
八
京
大
）
、
ノ
シ
ャ
ッ
ク

（六
〇

京
大
）、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

（六
〇
慶
大
）、

ア
ピ
⌒六
〇
同
志
社
大
）
、
チ
ャ
ム
ラ
ン
（六

二
北
大
）
、
サ
ル
ト
ロ
ｏカ
ン
リ

（六
二
京

大
）
、
バ
ル
ト
ロ
・カ
ン
リ
⌒六
三
東
大
）
、
サ

イ
パ
ル
（六
三
同
志
社
大
）、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・

カ
ン

（六
四
長
野
）、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰

（六
四
京
大
）、
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー

・
ド
ー
ム

（六
四
千
葉
）、
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
ｏカ
ン
Ⅱ
（六

五
明
大
）
な
ど
が
あ
る
。

も
っ
と
も
戦
後
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に

名
乗
り
を
あ
げ
た
の
は
、　
一
九
五

一
年
の

福
岡
山
の
会
で
あ
っ
た
。
目
標
は
シ
ツ
キ

ム

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ト
ウ
イ
ン
ズ

（七
二
五

〇
メ
ー
ト
ル
）
で
五
二
年
実
施
予
定
で
Ｊ

Ａ
Ｃ
に
後
援
依
頼
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
こ

れ
を
断
っ
た
。
結
局
こ
の
計
画
は
陽
の
目

を
見
る
こ
と
な
く
消
え
た
。

こ
の
時
代
の
特
徴
は
、
外
貨
取
得
に
制

限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
の
よ
う
に
誰
も
が
自
由
に
外
国
へ
行
け

る
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
登
山
は
、　
一
般

旅
行
よ
り
は
る
か
に
多
額
の
外
貨
を
必
要

と
す
る
。
こ
の
た
め
厳
し
い
審
議
を
経
て

選
ば
れ
た
隊
だ
け
が
夢
を
実
現
で
き
た
の

で
あ

っ
た
。
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
大
学

の
登
山
隊
が
有
利
で
あ

っ
た
。
前
掲
し
た

初
登
頂
の
中
で
は
、
ギ
ャ
チ

ュ
ン

ｏ
カ
ン

と
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー

・
ド
ー
ム
の
二
つ
だ
け

が
大
学
の
登
山
隊
で
は
な
い
こ
と
が
そ
れ

を
裏
付
け
て
い
る
。

二
、　
一
九
六
六
―
上

九
六
九

［ヒ
ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ

ュ
の
時
代
］

歴
史
は
皮
肉
で
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
日
本
の
経
済
は
飛
躍
的
に
成
長
し
、

外
貨
も
制
限
つ
き
な
が
ら
自
由
化
さ
れ
、

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
！

と
思

っ
て
い
た
登
山
者
た
ち
を
待

っ
て
い

た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
禁
止
の
現
実

で
あ

っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
夢
見
て
意
気
込

ん
で
い
た
登
山
者
は
行
き
場
を
失

っ
た
。

し
か
し
、
登
山
者
の
立
ち
直
り
も
早
か
っ

た
。
行
き
先
は
三
つ
に
分
か
れ
た
。
岩
壁

登
攀
を
目
指
す
も
の
は
、
当
然
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

・
ア
ル
プ

ス
に
殺
到
し

「三
大
北
壁
狂

騒
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
高
峰
組
は
ア

ン
デ
ス
と
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
に
分
か
れ

た
。
そ
の
頃
の
ア
ン
デ
ス
は
遠
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
見
る
べ
き
成
果
が

あ

つ
た
。

キ
ス
リ
ン
グ
を
担
い
で
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク

シ
ュ
に
向
か
っ
た
登
山
者
た
ち
こ
そ
幸
せ

だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
や
カ

ラ
コ
ル
ム
に
比
べ
る
と
や
や
小
振
り
な
が

ら
、
憧
れ
て
い
た

「ヒ
マ
ラ
ヤ
」
の
高
峰

が
面
白
い
よ
う
に
登
れ
た
。吉
沢

一
郎
は
、

『山
と
漢
谷
』
の
六
七
年
十
月
号
「ヒ
ン
ズ

ー

・
ク
シ
ュ
　
最
近
の
話
題
」
の
中
で
、

現
地
か
ら
の
情
報
と
し
て
日
本
隊
は
十
六

隊
と
紹
介
し
、
［こ
う
み
る
と
数
だ
け
は
日

本
が

一
番
多
く
、
全
体
で
は
三
十
隊
に
な

る
。
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
は
こ
の
と
こ
ろ
、

ア
ン
デ
ス
も
顔
負
け
の
あ
り
さ
ま
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
］
と
書
い
て
い
る
。
六
七

年
に
は

一
橋
大
学
隊
が
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
南

峰
と
ウ
ド
レ
ン

・
ゾ
ム
南
峰
、
新
潟
大
学

隊
が
ラ
ン
ガ
ー
ル
南
峰
の
初
登
頂
を
行
い
、

千
葉
岳
連
隊
が
テ
ィ
リ
チ

・
ミ
ー
ル
に
登
　
＞

頂
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

残
念
な
こ
と
が

一
つ
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル

の
登
山
禁
止
を
受
け
て
実
現
し
た
ヒ
ン
ズ

ー

・
ク
シ
ュ
登
山
の
中
に
は
、
今
で
い
う

ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
に
近
い
シ
ン
プ

ル
な
登
山
も
あ

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

七
〇
年
ネ
パ
ー
ル
登
山
が
解
禁
に
な
る
と
、

再
び
こ
の
方
法
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
禁
止
が
も

う
少
し
長
引
い
た
ら
あ
る
い
は
、
登
山
者

の
世
代
交
代
と
も
絡
め
て
シ
ン
プ
ル
登
山

が
定
着
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

三
、　
一
九
七
〇
年
代

［第
二
登
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
］

多
分
こ
の
時
代
が
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
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登
山
界
に
お
け
る
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
最
盛

期
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
五
〇
年
代
以

降
に
日
本
で
主
流
に
な

っ
た
閉
鎖
的
な
色

合
い
を
持

っ
た
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
線
上
の
も

の
で
は
あ

っ
た
が
。

六
四
年
、
最
後
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
シ

シ
ャ
パ
ン
マ
が
中
国
隊
に
よ

っ
て
登
ら
れ
、

登
山
の
世
界
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
終
わ

っ

た
。
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
は
登
山
禁
止
と
な

っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
登
山
が
再
解
禁
さ
れ
る
と
満

を
持
し
て
い
た
日
本
隊
は
堰
を
切

っ
た
よ

う
に
ネ
パ
ー
ル
に
殺
到
し
た
。
八
千
メ
ー

ト
ル
峰
で
は
、
世
界
最
高
峰

・
エ
ヴ

エ
レ

ス
ト
の
日
本
人
初
登
頂

（七
〇
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、

女
性
初
登
頂

（七
五
）
が
記
録
さ
れ
た
。

マ
ナ
ス
ル
で
は
、
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
女
性

初
登
頂
（七
四
）
も
あ

っ
た
。
七
〇
年
春
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
東
海
が
マ
カ
ル
ー
を
困
難
な
南
東
稜

か
ら
初
登
攀
し
、
こ
れ
が
同
峰
の
第
二
登

と
な

っ
た
。
同
年
秋
に
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主

峰
が
同
志
社
大
に
よ

っ
て
第
二
登
さ
れ
た
。

翌
七

一
年
、
東
京
都
山
岳
連
盟
隊
は
、
マ

ナ
ス
ル
西
稜
を
初
登
攀
し
こ
れ
も
同
峰
第

二
登
と
な
る
。
七
八
年
に
は
イ

エ
テ
イ
同

人
隊
に
よ

っ
て
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
の
困
難

な
南
稜
が
初
登
攀
さ
れ
、
秋
に
は
同
峰
の

長
大
な
南
東
稜
を
群
馬
岳
連
隊
が
初
登
攀

し
た
。
七
九
年
に
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰

が
静
岡
隊
に
よ

っ
て
行
動
用
酸
素
な
し
で

登
頂
さ
れ
た
。

七
千
メ
ー
ト
ル
峰
で
は
、
六
九
年
グ
ル

ジ
ャ

・
ヒ
マ
ー
ル
が
富
山
隊
に
よ
っ
て
初

登
頂
さ
れ
、
七
〇
年
に
は
、
マ
ナ
ス
ル
三

山
の
最
後
の
山
ガ
デ
イ
・チ
ュ
リ

（Ｐ
２９
）

が
阪
大
隊
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
。
翌

七

一
年
に
は
チ
ュ
ー
レ
ン

・
ヒ
マ
ー
ル
を

静
大
が
初
登
頂
し
た
が
、
こ
の
年
ネ
パ
ー

ヽ

ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
日
本
隊
の
遭
難
が
相
次

ぎ

「推
薦
状
発
行
基
準
制
定
」
の
引
き
金

と
な
り
、
以
後
日
本
隊
の
足
か
せ
と
な
る
。

七
三
年
山
学
同
志
会
隊
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

Ⅱ
に
登
頂
。
七
五
年
に
は
多
く
の
登
山
隊

を
退
け
て
き
た
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
が
大
阪

岳
連
隊
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
。
七
六

年
に
は
怪
峰
と
い
わ
れ
た
ジ
ャ
ヌ
ー

（現

名
ク
ン
バ
カ
ル
ナ
）
の
最
難
関

・
北
壁
が

山
学
同
志
会
隊
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
た
。

七
八
年
に
入
る
と
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
が
南
西

面
か
ら
雪
と
岩
の
会
隊
に
よ
っ
て
、
ダ
ウ

ラ
ギ
リ
Ⅱ
の
東
稜
が
名
古
屋
山
岳
会
隊
に

よ
っ
て
初
登
攀
さ
れ
、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ

マ
ー
ル
Ⅳ

（労
山
）
、
同
Ⅱ

（岡
大
・現
在

Ⅲ
）
、
ラ
ン
タ
ン

・
リ
ル
ン

（大
阪
市
大
）

が
初
登
頂
さ
れ
た
。
七
九
年
に
は
、
カ
モ

シ
カ
同
人
隊
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅱ
～
Ⅲ
～
Ｖ

の
交
差
縦
走
に
成
功
。

一
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
八
千
メ
ー
ト
ル

峰
で
は
、
七
七
年
、
日
山
協
隊
が
南
東
稜

か
ら
Ｋ
２
の
第
二
登
に
成
功
し
た
。
当
時

心
な
い
マ
ス
コ
ミ
に

「修
学
旅
行
」
と
椰

楡
さ
れ
な
が
ら
も
七
人
の
登
頂
者
を
送
り

込
ん
だ
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

同
年
愛
知
学
院
大
隊
が
ブ
ロ
ー
ド

ｏ
ピ
ー

ク
主
峰
の
第
二
登
に
成
功
し
た
。
七
千
メ

ー
ト
ル
峰
で
は
七

一
年
、
静
岡
登
攀
ク
ラ

ブ
隊
が
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
南
峰
の
西
壁
で
困

難
な
壁
を
初
登
攀
し
た
。
七
九
年
に
は
早

大
隊
が
ラ
カ
ポ
シ
北
稜
を
初
登
攀
。

カ
ラ
コ
ル
ム
は
七
五
年
以
降
日
本
隊
が

席
巻
し
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
カ
ン
ピ
レ

デ
イ
オ
ー
ル

（広
島
）
、
マ
ル
ビ
テ
イ
ン
Ｃ

（Ｊ
Ａ
Ｃ
岩
手
）
、
Ｋ
ｌ２
（市
川
）
、
テ
ラ
ム
・

カ
ン
リ

（静
大
）
、
七
六
年
、
ア
プ
サ
ラ
サ

ス

（阪
大
）
、
シ
ン
ギ

・
カ
ン
リ

（東
北

大
）
、
シ
ェ
ル
ピ
・カ
ン
リ
（神
戸
大
）
、
ス
キ

ヤ
ン

・
カ
ン
リ
（学
習
院
大
）
、
七
八
年
、

パ
ス
ー

（現
シ
ス
パ
ー
ン
Ｅ
防
大
）
、
バ
ト

ゥ
ラ
Ⅱ

（現
Ⅲ
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
七
九
年
、
ク
ン

ヤ
ン

ｏ
チ
ツ
シ
ュ
Ｎ

（北
大
）
、
プ

マ
リ

・

チ
ッ
シ
ュ

（北
海
道
岳
連
）
、
ラ
ト
ッ
ク
ー

（京
都
）
、
テ
ラ
ム
ｏカ
ン
リ
Ⅲ
（弘
前
大
）
、

ル
プ
ガ
ー
ル

・
サ
ー
ル
Ｃ

（法
大
Ⅱ
）
な

ど
壮
観
で
あ
る
。

そ
の
他
の
地
域
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
で

は
七
六
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
イ
主

峰
と
東
峰
の
縦
走
に
成
功
。
七
八
年
、
ト

リ
ス
ル
の
南
稜
を
Ｈ
Ａ
Ｊ
が
初
登
攀
し
た
。

旧
ソ
連
で
は
六
九
年
松
本
龍
雄
、
七
四
年

新
潟
大
が
レ
ー
ニ
ン
峰
に
登
頂
し
た
。
七

六
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
が
コ
ム
ニ
ズ
ム
と
コ
ル
ジ

ェ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
に
登
頂
し
た
。

四
、　
一
九
八
〇
年
代

［二
極
分
化
、

ハ
ン
デ
ィ

・
キ
ャ
ッ
プ
の
時
代
］

七
〇
年
代
に
日
本
の
経
済
が
高
度
成
長

を
続
け
る
と
、
社
会
の
中
に
は
個
人
を
主

張
す
る
若
者
た
ち
が
増
加
し
、
山
の
世
界

に
も
浸
透
し
始
め
た
。
束
縛
を
嫌
い
気
の

合

っ
た
者
同
士
が
気
楽
に
手
軽
に
登
山
を

楽
し
む
た
め
の

「同
人
」
な
る
も
の
が
流

行
り
、
結
局
、
社
会
人
山
岳
会
も
大
学
山

岳
部
も
凋
落
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な

る
。し
か
し
、
多
く
の
同
人
は
結
局
社
会
人

山
岳
会
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
歴
史

が
新
し
い
だ
け
に
消
え
て
ゆ
く
の
に
も
時

間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
残

っ
た
の
は
組

織
登
山
に
必
要
な

「リ
ー
ダ
ー

・
シ
ッ
プ
」

や

「メ
ン
バ
ー

・
シ
ツ
プ
」
の
育
成
の
場

の
欠
落
と
い
う
現
実
だ
け
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
代
に
急
速
に
進
展
し

た

「個
人
」
意
識
は
、
登
山
の
本
質
に
立

ち
返
ろ
う
と
い
う

一
群
の
登
山
者
を
も
生

み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
登
山
者
は
、
シ
ン

プ
ル
登
山
の
実
践
や
、
よ
り
困
難
な
条
件

を
課
す
登
山
を
目
指
し
た
。
岩
登
り
に
お

け
る
フ
リ
ー
化
、
高
所
登
山
に
お
け
る
ア

ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
、
標
高
八
千
五
百

メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
お
け
る
無
酸
素
登
山

な
ど
で
あ
る

（こ
れ
ら
を
総
称
し
て
ハ
ン

デ
イ

・
キ
ャ
ッ
プ
と
呼
ぶ
）
。
一
方
で
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
の
大
衆
化
が
進
み
、
ネ
パ
ー

ル
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
許
可
ピ
ー
ク
は
大
勢

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
愛
好
者
で
あ
ふ
れ
返

っ

た
。
こ
う
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
二
極
化

が

一
気
に
進
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
、
山
学
同
志
会
隊
が
カ
ン

(3)
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チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
未
踏
ル
ー
ト
で
あ
る

北
壁
を
無
酸
素
で
初
登
攀
し
た
。
八

一
年

に
は
禿
博
信
が
単
独
、
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス

タ
イ
ル
で
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
に
登
頂
。
八

二
年
に
は
北
大
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
に
冬

期
初
登
頂
し
、
イ

エ
テ
イ
同
人
隊
は
サ
ガ

ル
マ
ー
タ
に
冬
期
登
頂
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
隊
に
も
少
な
か
ら

ず
指
摘
さ
れ
る
面
が
あ

っ
た
。
同
志
会
隊

は
Ｈ
Ａ
Ｐ
（
ハ
イ

・
ポ
ー
タ
ー
）使
用
、
禿

は
春
の
隊
の
残
置
固
定

ロ
ー
プ
使
用
、
北

大
隊
は
十
月
に
北
東

コ
ル
ヘ
荷
揚
げ
な
ど

で
あ
る
。
そ
し
て
加
藤
保
男
は
厳
冬
の
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
か
ら
帰
ら
な
か
っ
た
。

八
二
年
、
中
国
の
チ

ョ
ゴ
リ

（Ｋ
２
）

登
攀
を

一
任
さ
れ
た
同
志
会
の
小
西
政
継

は
Ｈ
Ａ
Ｐ
抜
き
で

「自
己
管
理
登
山
」
を

提
唱
し
無
酸
素
登
山
を
実
施
、
七
名
の
登

頂
者
を
出
し
た
が
、　
一
名
が
帰
還
で
き
な

か
っ
た
。
同
年

マ
カ
ル
ー
が
同
志
会
隊
に

よ

っ
て
無
酸
素
で
登
ら
れ
る
。
シ
シ
ャ
パ

ン
マ
を
高
山
研
究
所
隊
が
ア
ル
パ
イ
ン

。

ス
タ
イ
ル
で
挑
ん
だ
が
、
登

っ
た
の
は
主

峰
で
は
な
く
北
東
稜
を

つ
め
た
中
央
峰
で

あ

っ
た
。

八
三
年
秋
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
無
酸
素

登
山
に
二
隊
が
挑
戦
し
た
。
山
学
同
志
会

⌒川
村
晴

一
、
鈴
木
昇
巳
）
と
イ

エ
テ
イ
同

人

⌒吉
野
寛
、
禿
博
信
、
遠
藤
晴
行
）
で

五
人
の
登
頂
者
を
出
し
た
が
、
吉
野
と
禿

は
帰
還
し
な
か
っ
た
。
八
三
年
カ
モ
シ
カ

同
人
隊
が
南
東
稜
か
ら

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に

冬
期
登
頂
。

八
五
年
に
な
る
と
山
田
昇
が
夏
の
Ｋ
２

と
秋
の
エ
ヴ

エ
ン
ス
ト
を
無
酸
素
登
頂
し
、

余
勢
を
か
っ
て
冬
の
マ
ナ
ス
ル
を
斎
藤
安

平
と
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
で
攻
略
、

登
頂
に
成
功
す
る
。
こ
の
冬
期

マ
ナ
ス
ル

で
行
わ
れ
た
登
山
が
二
十
世
紀
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
行
わ
れ
た
日
本
隊
の
最
高
の
記
録
で

あ
る
。
山
田
は
八
八
年
二
国
合
同
登
山
で

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
を
北
か
ら
登
り
南

へ
下
る

縦
走
に
成
功
し
た
も
の
の
、
八
九
年
冬
の

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
で
遭
難
し
、
日
本
は
エ
ー

ス
を
失

っ
た
。

八
四
年
冬
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
の
南

壁
を
目
指
し
た
群
馬
岳
連
隊
は
失
敗
し
た

が
八
七
年
冬
に
雪
辱
し
た
。
し
か
し
帰
路

二
人
が
滑
落
死
亡
、
そ
の
中
の

一
人
は
冬

期

マ
ナ
ス
ル
の
斎
藤
で
あ

っ
た
。
こ
の
頃

既
に
冬
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
を
目
指
す
も

の
は
群
馬
岳
連
だ
け
と
な

っ
て
い
た
。
無

酸
素
登
山
や
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ス
タ
イ
ル
登

山
を
試
み
る
登
山
者
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し

な
か
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
八

一
年
、
イ

エ
テ
イ

同
人
隊
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
南
壁
に
新

ル
ー
ト
を
開
拓
。
同
年
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
が
ラ
ン

タ
ン

・
り
に
初
登
頂
。
八
二
年
、
カ
モ
シ

カ
同
人
隊
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
北
面
ペ
ア

ー
ル
ー
ト
を
攻
略
し
登
頂
。
八
三
年
、
弘

前
大
隊
が
ネ
ム
ジ

ュ
ン

（か
つ
て
の
ヒ
ム

ル
ン

・
ヒ
マ
ー
ル
）
に
初
登
頂
。
同
年
カ

モ
シ
カ
同
人
隊
が
ロ
ー
ツ
ェ
に
登
頂
。
八

四
年
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
が
カ
ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン

ガ
南
峰
～
中
央
峰
の
縦
走
に
成
功
。
八

一

年
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
が
断
念
し
た
八
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ラ
イ
ン
の
縦
走
を
完
成
さ
せ
た
。

中
国
領
の
高
峰
が
解
禁
さ
れ
た
の
は
八

〇
年
で
あ

っ
た
。
そ
の
年
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
が

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
北
壁
に
新
ル
ー
ト
を
開

い
た
。
八

一
年
に
は
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
隊

が
シ
シ
ヤ
パ
ン
マ
主
峰
に
登
頂
。
コ
ン
グ

ー
ル
で
は
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
で
挑

ん
だ
二
人
が
行
方
不
明
と
な
り
、
八
九
年

雪
辱
を
果
た
す
こ
と
に
な

っ
た
。
八
三
年

か
ら
冬
の
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
に
カ
モ
シ
カ
同

人
隊
と
ウ
ー
タ
ン
ク
ラ
ブ
隊
が
数
度
挑
ん

だ
が
登
頂
は
成
ら
な
か
っ
た
。
八
五
年
、

カ
ト
マ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
隊
が
ネ
パ
ー
ル
政
府

の
許
可
で
中
国
側
か
ら
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
ー

に
登
頂
。
こ
れ
で
日
本
人
に
よ
る
八
千
メ

ー
ト
ル
峰
十
四
座
全
山
の
登
頂
が
完
了
し

た
。そ
の
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
ー
の
中
国
側
許
可

の
第

一
号
は
カ
モ
シ
カ
同
人
隊
が
取
得
、

高
橋
和
之
が
頂
上
か
ら
パ
ラ
パ
ン
ト
降
下

に
成
功
し
た
。
中
国
は
未
踏
峰
の
宝
庫
で

あ

っ
た
。
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
初
登
頂
は

以
下
の
と
お
り
。
カ
ン
ペ
ン
チ
ン

（八
二

京
大
）
、
ポ
ー
ロ
ン

ｏ
り

（八
二
大
分
）
、

ナ
ム
ナ
ニ

（八
五
京
大
／
同
志
社
大
）
、
ク

ー
ラ
・カ
ン
リ

（八
六
神
戸
大
）
、　
ニ
エ
ン

チ

エ
ン
タ
ン
ラ
（八
六
東
北
大
）
、
チ

ョ
ー
・

ア
ウ
イ

（八
六
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
カ
ル
ジ
ヤ
ン
（八

六
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
ギ
ャ
ラ
・
ペ
リ

（八
六
Ｈ
Ａ

Ｊ
）
、
七

一
六
七
峰
⌒八
六
東
農
大
）
、
ラ
プ

チ

エ
ｏ
カ
ン

（八
七
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
カ
ン
ト

⌒八
八
同
志
社
大
）
、
ス
ー
ク
ア
ン
・り
（八

九
大
阪
市
大
）
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
八
〇
年
、
ベ
ル
ニ

ナ
山
岳
会
隊
が
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
Ⅱ
に

登
頂
。
八

一
年
、
長
野
山
協
隊
が
ガ
ツ
シ

ャ
ー
ブ
ル
ム
ー
に
登
頂
。
早
大
隊
は
Ｋ
２

西
稜
を
初
登
攀
。
八
三
年
、
富
山
岳
連
隊

が
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
に
登
頂
。
八
六

年
に
は
登
歩
渓
流
会
隊
の
二
人
が
ガ
シ
ャ

ー
ブ
ル
ム
ー
北
面
に
新
ル
ー
ト
を
開
拓
。

七
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
初
登
頂
は
、
ジ

ュ
ト

マ
ル
・サ
ー
ル

（八
〇
東
京
志
岳
会
）
、
ハ

チ
ン
ダ
ー
ル
・キ
ッ
シ
ュ
（八
二
金
沢
大
）
、

ウ
ル
タ
ル
ー
（八
四
広
島
山
岳
会
）
。
八

一
　

＞４

年
、
カ
ン
ジ
ュ
ト

・
サ
ー
ル
西
壁
を
千
葉
　
＜

工
大
隊
が
初
登
攀
。
八
三
年
、
京
都
岳
人

ク
ラ
ブ
隊
が
マ
ッ
シ
ャ
ー

・
ブ
ル
ム
を
ア

ル
パ
イ
ン

ｏ
ス
タ
イ
ル
で
攻
略
し
た
。

イ
ン
ド
で
は
、
八
四
年
待
望
の
東
部
カ

ラ
コ
ル
ム
が
イ
ン
ド
と
の
合
同
登
山
隊
を

条
件
と
し
て
解
禁
さ
れ
た
。
日
本
隊
で
は

Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
が
先
行
し
、
八
四
年
マ
モ
ス
ト

ン

・
カ
ン
リ
、
八
八
年
リ
モ
ー
の
初
登
頂

に
成
功
し
た
。
八
五
年
サ
セ
ー
ル

。
カ
ン

リ
Ⅱ
Ｗ
も
初
登
頂
し
た
が
、
日
本
側
は
登

頂
で
き
な
か
っ
た
。

八
〇
年
代
に
入
る
と
、
旧
ソ
連
の
パ
ミ

ー
ル
で
夏
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「国
際
登

山
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
緊
急
時
の
救
援
態
勢

が
あ
る
こ
と
、
短
期
間
で
七
千
メ
ー
ト
ル
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戦後の日本ヒマラヤ登山の概要
(1952～2000年 =49年間 06,000m以上の峰)

日標山岳高度別入山者数と死亡者数 (2000年 11月 1日 山森欣一調べ)
*入山者総数 :1614隊  11,508人
*死亡者数  : 149隊   255人  (死亡率2.2% 45人 に 1人が死亡)

*8000m峰 登頂者数の推移
[ ]内 は女性  〈 〉は40歳以上の中高年

*8000m峰複数登頂者 ベス ト3
9座 12回  山田 昇
8座 9回  名塚秀二
6座 6回  田辺 治  山本 篤  谷川太郎

石川富康  近藤和美  小西浩文
*トータル獲得標高 ベス ト3
135,257m  近藤和美  14座 18回登頂
115,804m  山田 昇  11座 14回登頂
959825m  岩崎 洋  11座 13回登頂

1956～ 76年
1977～ 79年
1981年
1990年
1996年
1997年
2000年

21年間)=18人
=20人
=20人
=30人
=40人

28人

１

０

１

３

４

０

１

３

６

３

１

63人

間

間

間

間

間

間

年

年

年

年

年

年

３

１

１

１

１

１

〈11〉

〈16〉

〈18〉

*エヴェレスト登頂者数の内訳
峰
が
登
れ
る
こ
と
な
ど
が
人
気
を
呼
び
、

コ
ム
ニ
ズ
ム
（現
イ
ス
モ
イ
ル
・ソ
モ
ニ
）、

コ
ル
ジ

ェ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
、
レ
ー
ニ
ン
に
毎

年
大
勢
の
登
山
者
が
訪
れ
た
。
そ
し
て
八

九
年
に
は
そ
の
形
式
が
天
山
山
脈
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
、
ボ
ベ
ー
ダ
、
ハ
ン

・
テ
ン

グ
リ
も
解
禁
さ
れ
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

一
方
、
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
で
は
、
政
治
的
不
安
の
た
め
、
イ
ス
モ

イ
ル

・
ソ
モ
ニ
と
改
名
さ
れ
た
コ
ム
ニ
ズ

高度
年代 1950年代 1960年代 1970年代 1980年 代 1990年以降 合計 ( )内は死亡率

8000m   人数
死亡者数

36
0

46
0

431
18

1042
32

1161
17

2716人
67人  (2.5%)

7000m   人数
死亡者数

62
0
264
5
1309
28

1552
44

1292
32

4479人
109人 (2.4%)

6000m  人数
死亡者数

28
0

213
3

908
22

1830
31

1332
23

4311人
79人 (1.8%)

合 計   人数
死亡者数

126
0

523
8
2648
68
4424
107

3787
72

11508人
255人  (2.2%)

年 合計 中国 女性 中高年 年 合計 中国 女性 中高年

1970
1973
1975
1980
1982
1983
1985
1988
1989

3

2

1

3

1

8

7

5

3

0

0

0

3

0

0

0

5

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

0

1991
1993
1994
1995
1996
1998
1999
2000

1

2

6

4
2

7

5

2

31

2

0

0

2

6

15

1

13

0
0

0

0

1

1

0

1

1

1

2

0

4

8

0

9

小 計 51 39 3 25

小 計 33 8 3 総合計 84 47 4 28

ム
は
登
山
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

旧
ソ
連
の
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
五
座
す
べ

て
に
登
頂
し
た
者
に
は

「ス
ノ
ー
ン
パ
ー

ド
」
と
呼
ぶ
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
日
本
人
の
該
当
者
は
、
近
藤
和
美
、

林
雅
樹
、
品
川
幸
彦
、
田
部
井
淳
子
の
四

人
で
あ
る
。

五
、　
一
九
九
〇
年
代

［中
高
年
時
代
、
高
所
遠
足
の
出
現
］

八
〇
年
代
半
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
八

千
メ
ー
ト
ル
峰
登
山
の
隊
員
を
「公
募
」
し

始
め
た
。
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
、
マ
ナ
ス
ル
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
と
続
い
た
そ
の
流
れ

は
、
や
が
て
カ
ラ
コ
ル
ム
に
波
及
し
た
後
、

当
然
の
ご
と
く
世
界
最
高
峰

エ
ヴ

エ
レ
ス

ト
に
き
た
。

そ
し
て
チ

ョ
ー

・
オ

ユ
ー
が
解
禁
さ
れ

る
と
、
東
洋
の
神
秘

（チ
ベ
ッ
ト
＆
ラ
サ
）

へ
の
興
味
と
二
つ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰

（シ
シ
ヤ
パ
ン
マ
）
が

一
度
に
登
れ
る
経

済
的
効
果
も
あ

っ
て
チ
ベ
ッ
ト
は
公
募
登

山
隊
の
主
流
の
地
と
な

っ
た
。

九
〇
年
代
に
入

っ
て
ネ
パ
ー
ル
側
の
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
は
、
欧
米
の
ア
ル
パ
イ
ン

・

ガ
イ
ド
ら
営
利
会
社
が
主
催
す
る

「ガ
イ

ド
付
き
国
際
公
募
隊
」
に
よ

っ
て
占
め
ら

れ
、
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ズ
の
状
態
が
定
着
し

た
。
こ
れ
ら
の
公
募
隊
に

一
定
の
費
用
を

払

っ
て
参
加
す
る
登
山
者
は
、
許
可
の
取

得
は
も
ち
ろ
ん
ル
ー
ト
エ
作
も
、
荷
揚
げ

も
、
キ
ャ
ン
プ
の
維
持
も
、
ガ
イ
ド
や
Ｈ

(5)
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Ａ
Ｐ
任
せ
に
し
て
ガ
イ
ド
の
指
示
に
従

っ

て
登
頂
を
目
指
す
の
で
あ
る

（私
は
、
記

録
整
理
上
こ
れ
を
高
所
遠
足
と
規
定
し
て

い
る
）
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、
九
六
年
春
の
シ
ー

ズ
ン
か
ら
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
通
常
ル
ー
ト

で
あ
る
サ
ウ
ス

・
コ
ル
経
由
の
登
山
料
を

七
万
ド
ル
と
法
外
な
金
額
に
値
上
げ
し
た
。

こ
の
た
め
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
自
ら

の
登
山
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
登
山
隊
は

必
然
的
に
中
国
側
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
中
国
側
も
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ズ
の
状
態
と
な

っ
た
。

八
〇
年
代
後
半
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
有
名

な
峰
の
登
山
で
は
大
変
残
念
な
現
象
が
定

着
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「固
定

ロ
ー
プ
を

張

っ
て
登
る
の
は
日
本
隊
と
韓
国
隊
で
山

を
汚
し
て
い
る
」
と
非
難
す
る
欧
米
ら
の

登
山
者
た
ち
が
、
他
隊
の
張

っ
た
ロ
ー
プ

や
テ
ン
ト
を
無
断
で
使
用
し
、
ひ
ど
い
例

で
は
食
糧
や
酸
素
ま
で
勝
手
に
使

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
九
二
年
冬
に

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
南
西
壁
が
群
馬
岳
連
隊
に

よ

っ
て
登
ら
れ
、
九

一
年
の
雪
辱
を
果
た

し
た
。
九
四
年
、
山
野
井
泰
史
が
チ

ョ
ー
・

オ
ユ
ー
南
西
壁
を
新
ル
ー
ト
か
ら
単
独
ア

ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル
で
登

っ
た
。
同
じ

く
南
西
壁
の
ス
イ
ス

・
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ル

ー
ト
を
山
野
井
妙
子
と
遠
藤
由
加
が
ア
ル

パ
イ
ン

ｏ
ス
タ
イ
ル
で
登

っ
た
。
山
野
井

妙
子
は
九

一
年

マ
カ
ル
ー
を
無
酸
素
で
登

頂
し
た
。

八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
新
ル
ー
ト
は
、
九

〇
年
、
横
浜
山
協
隊
が
チ

ョ
ゴ
リ
北
西
壁

下
部
、
九
五
年
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
隊
が
マ
カ
ル
ー

東
稜
下
部
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
北
東
稜
完
登

（日
大
）
、
九
七
年
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
隊
が
Ｋ

２
西
壁
上
部
を
初
登
攀
。

七
千
メ
ー
ト
ル
の
初
登
頂
は
、
ナ
ム
チ

ャ

ｏ
バ
ル
ワ

（九
二
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、
ヒ
ム
ル

ン
・ヒ
マ
ー
ル

（九
二
北
大
）
、
ク
ラ
ウ
ン

（九
二
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
）
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

・
ピ

ー
ク

（九
二
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
ア
ク
・タ
シ

（九

二
広
島
山
岳
会
）
、
チ
リ
ン
（九
四
岐
阜
大
）
、

ギ
ヤ
ジ
・カ
ン

（九
四
信
大
）
、
ト
ウ
イ
ン

ズ

（九
四
日
本
）
、
マ
ナ
Ｎ
Ｗ

（九
五
山

形
）
、
ラ
ト
ナ

・
チ

ュ
リ

（九
六
信
大
）
、

ウ
ル
タ
ル
Ⅱ

（九
六
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
）
、
リ
ス

ム

（九
七
労
山
）
、
リ
ヤ
ン
カ
ン

・
カ
ン
リ

（九
九
日
本
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
で
は

カ
ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
主
峰
の
イ
ン
ド
側

（九

一
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
ミ
ニ
ヤ

・
コ
ン
カ

（九

七
札
幌
山
岳
会
）
登
頂
。

七
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
新
ル
ー
ト
と
し
て

は
、
ト
リ
ヴ
ォ
ー
ル

（九

一
早
大
）
、
チ

ョ

モ

・
レ
ン
ゾ

（九
二
立
大
）
、
ナ
ム
ナ

ニ

（九
九
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
な
ど
が
あ
る
。

日
本
の
高
齢
化
社
会
の
到
来
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
登
山
の
世
界
を
も
席
巻
し

て
い
る
。
石
川
富
康
や
近
藤
和
美
は
、
五

十
歳
台
に
な

っ
て
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
登
山

を
開
始
し
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
六
座
を
も
の

に
し
て
い
る
し
、
六
十
歳
台
で
八
千
、
七

十
歳
台
で
六
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
高
所
遠
足

も
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
当
然
高

所
登
山
の
世
界
に
も
進
出
し
て
く
る
だ
ろ

う
。
（五
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

■
終
わ
り
に

四
十
九
年
間
で
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の

峰
の
登
頂
者
は
、
複
数
峰
登
頂
者
三
百
十

人
、　
一
度
だ
け
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
頂

し
た
岳
人
百
六
十
四
人
、
同
じ
く

一
度
だ

け
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
頂
し
た
岳
人
は

八
百
二
十
七
人
、
合
計
千
三
百

一
人
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
か
っ

た
が
六
千
メ
ー
ト
ル
峰
で
も
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
の
観
点
に
立

っ
た
優
れ
た
登
攀
が
幾

つ

も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
抜
き
に
し
て
、
七
千
、

八
千
メ
ー
ト
ル
峰
で
の
活
躍
は
で
き
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。
登
山
も
人
の
行
為
で

あ
る
限
り
突
如
と
し
て
素
晴
ら
し
い
登
攀

が
出
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
連
綿
と
し

て
続
い
た
技
術
の
継
承
や
装
備
の
改
良
な

ど
、
人
の
繋
が
り
が
そ
こ
に
は
介
在
し
て

い
る
。
登
頂
の
陰
に
は
遭
難
が
あ
る
。
別
表
に

あ
る
と
お
り
死
亡
率
は
二

・
二
％
、
入
山

者
の
四
十
五
人
に

一
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

こ
れ
は
現
在
で
は
戦
争
以
外
に
は
な
い
数

字
で
あ
る
。
し
か
も
、　
一
九
六
八
年
以
来

三
十
三
年
間
連
続
し
て
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
岳
界
あ
げ
て
こ
の
記
録
は
ス

ト
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
困
難
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
事

故
も
減
る
。
未
知
や
困
難
を
求
め
て
事
故

を
防
止
す
る
こ
と
が
本
旨
で
あ
る
。
植
村

直
己
、
加
藤
保
男
、
吉
野
寛
、
禿
博
信
、

斎
藤
安
平
、
山
田
昇
、
長
谷
川
恒
男
、
小

西
政
継
、
広
島
三
朗
、
須
藤
建
志
な
ど
経

験
豊
な
岳
人
が
山
で
遭
難
し
て
い
る
。
二
、

三
度
程
度
の
高
峰
登
山
の
経
験
で

「山
」

を
知

っ
た
つ
も
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
、
「自
己
責
任
」
の
も
と
に
登
山
を

進
展
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
ほ
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
と

っ
て
安

定
し
て
い
る
時
期
は
な
か
っ
た
。
ヒ
マ
ラ

ヤ
諸
国
が
登
山
申
請
な
ど
の
面
で
規
制
緩

和
を
行
い
、
登
山
者
は
か
な
り
自
由
に
入
　
＞

山
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
し
、
前
述
し
た
　
＜

よ
う
な
公
募
隊
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利

用
し
て
直
接
参
加
す
る
人
も
多
く
な
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
登
山
情
報
の
蓄
積
が
で

き
な
い
状
態
が
出
現
し
て
い
る
。
現
在
登

山
四
団
体
で
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め

の
方
法
を
模
索
し
よ
う
と
合
意
し
た
が
、

現
実
に
は
人
材
と
費
用
の
面
で
進
展
し
て

い
な
い
。

私
た
ち
を
夢
中
に
さ
せ
、
充
実
し
た
日

々
を
与
え
て
く
れ
た

「登
山
の
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
」
素
晴
ら
し
い
世
界
を
、
登

っ
た
人

の
こ
と
も
、
志
半
ば
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
眠

っ

た
人
の
こ
と
も
含
め
て
、
「文
化
」
と
し
て

後
世
に
伝
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

文
中
、
敬
称
は
省
略
し
た
。
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学
生
部
指
導
委
員
会

（担
当
常
務
理
事
・

宮
崎
紘

一
）
と
学
生
部

（委
員
長

・
新
津

正
浩
）
で
は
、
昨
年
の
日
中
学
生
友
好
登

山

（四
川
省

・
雪
宝
頂
）
に
続
い
て
、
本

年
も
十
月
十
六
日
か
ら
八
日
間
、
韓
国
学

生
山
岳
連
盟
傘
下
の
学
生
た
ち
と
の
交
流

登
山
を
行

っ
た
。

韓
国
に
は
、
日
本
山
岳
会
に
相
応
す
る

韓
国
山
岳
会

（Ｃ
Ａ
Ｃ
）
、
日
本
山
岳
協
会

に
相
応
す
る
大
韓
山
岳
連
盟

（Ｋ
Ａ
Ｆ
）

の
ほ
か
韓
国
学
生
山
岳
連
盟

（Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）

が
あ
り
、
大
学
山
岳
部
の
育
成
と
、
Ｏ
Ｂ

の
交
流
を
主
眼
と
し
た
活
動
を
行

っ
て
い

る
。
全
国
約
二
百
校
あ
る
大
学
の
う
ち
六

十
四
校
が
加
盟
し
て
お
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠

征
も
活
発
に
行

っ
て
い
る
。

韓
国
は
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
エ

リ
ア
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
も
仁

寿
峰
、
仙
人
峰
の
ビ
ッ
グ
ウ
オ
ー
ル
で
の

ロ
ッ
ク

ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
交
流
と
な

っ
た
。

十
月
十
六
日
　
成
田
―
ソ
ウ
ル
　
金
浦
空

港
で
、
李
碩
浩
主
席
副
会
長
ら
の
出
迎
え

を
受
け
、
牛
耳
洞
の
韓
国
登
山
文
化
院

へ
。

夜
十

一
時
を
過
ぎ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
金
鐘
浩
連
盟
会
長
、
李
圭
泰
諮
問
委

員
ら
多
数
が
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。
韓
国

登
山
文
化
院
は
孫
慶
錫
本
会
名
誉
会
員
に

よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
登
山
関
係
の
蔵
書
が

展
示
さ
れ
て
い
た
。

十
月
十
七
～
十
九
日
　
韓
国
学
生
と
パ
ー

テ
イ
ー
を
組
み
、
仁
寿
峰
東
面
、
ウ
ジ

ョ

ン
Ａ

ｏ
Ｂ
ト
ン
ヤ
ン
キ
ル
、
ア
ン
ド
ゥ
な

ど
の
各
ル
ー
ト
登
攀
。

十
月
二
十
～
二
十

一
日
　
仙
人
峰
、
パ
ク

ナ
、
ピ

ョ
ゴ
ン
各
ル
ー
ト
登
攀
。

十
月
二
十
二
日
　
韓
国
学
生
山
岳
連
盟
会

員
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
韓
国
学
生
た

ち
の
案
内
で
、
高
麗
大
学
、
国
会
議
事
堂

ほ
か
を
見
学
。

十
月
二
十
三
日
　
ソ
ウ
ル
ー
成
田

初
日
の
仁
寿
峰
で
は
、
日
本
側
は
初
め

て
見
る
大
ス
ラ
ブ
に
口
を
あ
け
て
た
だ
見

詰
め
る
の
み
で
あ

っ
た
が
、
韓
国
学
生
た

ち
の
好
リ
ー
ド
で
次
第
に
慣
れ
、
グ
レ
ー

ド
を
上
げ
て
い
っ
た
。
昨
年
の
中
国
学
生

た
ち
が
持

つ
高
所
登
山
の
経
験
と
、
韓
国

学
生
が
持

つ
ビ
ツ
グ
ウ
オ
ー
ル
で
の
経
験

を
垣
間
見
て
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

ま
た
、
二
日
目
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
学
生
部
主
催

の
夕
食
パ
ー
テ
イ
ー
、
三
日
目
に
は
日
韓

学
生
懇
親
会
、
五
日
目
に
は
高
麗
大
学
山

岳
部
と
の
テ
ン
ト
合
宿
を
行
い
、
学
生
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
大

学
山
岳
部
中
心
の
組
織
の
あ
る
韓
国
の
学

生
た
ち
が
少
々
う
ら
や
ま
し
く
思
え
た
八

日
間
で
あ

っ
た
。

日
本
山
岳
会
学
生
部
メ
ン
バ
ー

吉
永
　
英
明

（学
生
部
指
導
委
員
）

新
津
　
正
浩

（学
生
部
委
員
長

・
横
浜

国
立
大
学
山
岳
部
四
年
）

井
ノ
ロ
正
明

（法
政
大
学
山
岳
部
四
年
）

石
川
　
重
樹

（日
本
大
学
山
岳
部
三
年
）

平
出
　
和
也

（東
海
大
学
山
岳
部
二
年
）

韓
国
学
生
山
岳
連
盟
メ
ン
バ
ー

金
　
鐘
浩

（連
盟
会
長
）

李
　
圭
泰

（諮
問
委
員
）

李
　
碩
浩

（連
盟
主
席
副
会
長
）

鄭
　
菊
香

（連
盟
理
事
）

劉
　
日日
皓

（連
盟
在
学
生
会
長

。
明
知

大
学
）

宋
　
基
費

（連
盟
在
学
生
副
会
長

・
建

国
大
学
）

ヂ
　
汝
雲

（高
麗
大
学
）

泰
　
永
卓

（仁
荷
大
学
）

柳
　
顧
守

（仁
荷
大
学
）

李
　
卿
纂

（慶
熙
医
科
大
学
）

覇|■0ホ邸暫]
特集=富士山を見る山歩き
小特集=画廊「ある日の山」
短期連載=天幕の話 [第 2回 ]
紀術:=菅峰、十二ヶ岳、鶴島御前山、釈迦ヶ岳、千枚岳、他
随想=幻の名作を再び、ある遭難
コラム=私を変えた

=冊
、光る栗駒山

[筆者]工藤隆雄、平野恵理子、池内紀、横山厚夫、新妻喜永、他

ニユJЧ′`、一原始の香り求めて
大 内尚樹 =著 ●1680円 (税込)1月 中旬発売
道無く、情報無く、規制も無い原始の香る山。そこ

には人間がより人間らしく生きるために不可欠な自

由で、美しくも厳しい輝きが満ちている。.時に荒ぶ

る自然と渡り合うには〈自己責任による自己決定〉

の歓びがある。それこそが登山の精髄である。

霧本の一部が読める出版案内h■ p:/力Ⅳww.kt.rim.or.ip/″ hakusan

白II膚房羅1鴨認2::稿♂晟需願艦[贈4
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キルギスからの脱出

江本嘉伸

キルギス・カザフ国境にそびえる

ポベーダ峰 (2000年8月江本撮影)

ア
メ
リ
カ
の
男
女
四
人
の
ク
ラ
イ

マ
ー

が
、
キ
ル
ギ
ス
で
の
六
週
間
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
肩
な
ら
し
と
し
て
カ
ラ

・
ス
ウ
谷

の

「黄
色
い
壁

（イ

エ
ロ
ｌ
ｏウ
オ
ー
ル
）
」

に
取
付
い
た
の
は
、
八
月
十

一
日
だ

っ
た
。

翌
朝
、
取
り
付
き
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
岩
場
が
銃
撃
さ
れ
た
。
若
者
た
ち

は
猟
師
？
と
思

っ
た
。
し
か
し
、
二
発
目
、

三
発
日
と
弾
丸
が
打
ち
こ
ま
れ
て
か
ら
事

態
を
理
解
し
た
。
基
部
に
い
て
、
自
動
小

銃
を
構
え
て
下
り
て
来
い
、
と
叫
ん
で
い

る
数
人
の
男
た
ち
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

武
装
ゲ
リ
ラ
だ

っ
た
。

「Ｑ
ヨ
σ
ゴ
∞
」
誌
十
二
月
十
五
日
号
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
界
に
精
通
し
て
い
る
ラ
イ
タ

ー
、
ピ
ー
ト

・
タ
ケ
ダ
の

「キ
ル
ギ
ス
タ

ン
か
ら
の
脱
出
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う

平
和
な
行
為
が
、
突
如
ほ
ん
も
の
の
戦
い

に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
と
い

う
、
さ
な
が
ら
映
画
で
も
見
て
い
る
よ
う

な
驚
く
べ
き
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
だ

（な
お
、

国
名
は
正
し
く
は
「キ
ル
ギ
ス
」
。
い
ま
で

も
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
と
い
う
人
は
非
常
に
多

い
が
、
九
二
年
に
改
名
さ
れ
て
い
る
）
。
こ

の
出
来
事
、
二
〇
世
紀
末
の
世
界
を
象
徴

し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
の
で
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

四
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
う
ち
二
十
二
歳

の
カ
ル
ド
ウ

ェ
ル
は
、
今
回
も
同
行
し
た

恋
人
の
ロ
ツ
ド
ン

（二
十
歳
）
と
と
も
に

一
ヵ
月
前
、
エ
ル
キ
ヤ
ピ
タ
ン
の
ラ
ー
キ

ン
グ

・
フ
ェ
ア
と
い
う
二
十
二
ピ
ッ
チ
の

ル
ー
ト
を
フ
リ
ー
で
初
登
攀
し
た
ば
か
り

だ

っ
た
。
同
じ
二
十
二
歳
の
ジ

エ
イ
ソ
ン
・

ス
ミ
ス
も
ヨ
セ
ミ
テ
や
バ
フ
イ
ン
島
で
数

々
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
る
。

二
十
五
歳
と
最
年
長
の
ジ

ヨ
ン

・
デ
イ
ツ

キ
ー
は
、
ク
ラ
イ
マ
ー
兼
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
や
つ
て
き
て
い
た
。

壁
を
下
り
た
四
人
は
、
そ
の
ま
ま
ベ
ー

ス
キ
ヤ
ン
プ
ま
で
歩
か
さ
れ
る
。
そ
こ
に

は
他
の
グ
リ
ラ
た
ち
と
、
捕
虜
と
な

っ
た

キ
ル
ギ
ス
軍
の
兵
士
ひ
と
り
が
い
た
。
仲

間
の
兵
は
殺
さ
れ
、
彼
は
山
の
案
内
役
と

し
て
残
さ
れ
た
の
だ
。

日
本
の
よ
う
に
四
囲
す
べ
て
海
洋
、
と

い
う
国
家
と
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が

隣
り
合

っ
て
住
む
中
央
ア
ジ
ア
に
は
国
境

が
入
り
く
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
キ

ル
ギ
ス
と
い
っ
て
も
南
東
に
位
置
す
る
カ

ラ

・
ス
ウ
谷
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
と
国
境
を
接
し
て
い
て
、
ゲ

リ
ラ
活
動
の
拠
点
に
も
な

っ
て
い
る
。

話
は
通
じ
な
か
っ
た
が
、
ゲ
リ
ラ
た
ち

の
様
子
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
四
人

が
絶
好
の
人
質
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
る
。
捕
ま

っ
て
い
る
グ
リ
ラ
仲
間
と
の

引
き
換
え
に
、
役
立

つ
と
み
な
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

ザ
ッ
ク
を
背
負

っ
た
ま
ま
谷
を
数
キ
ロ

歩
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
銃
撃
勃
発
。

今
度
は
キ
ル
ギ
ス
軍
側
が
グ
リ
ラ
た
ち
を

発
見
し
た
の
だ
。
グ
リ
ラ
は
捕
虜
の
兵
を

歩
か
せ
即
座
に
処
刑
し
、
戦
闘
は
ほ
ん
も

の
に
な

っ
た
。

キ
ル
ギ
ス
兵
も
撃
た
れ
た
。
「頭
に
二
度

も
弾
を
撃
ち
こ
ん
だ
ん
だ
」
と
、
ス
ミ
ス

は
言
う
。

「
⌒目
立
た
ぬ
よ
う
）
遺
体
の
足
も
と
に
す

わ
り
こ
ん
で
、
必
要
な
ら
安
全
の
た
め
に

い
つ
で
も
遺
体
を
頭
か
ら
か
ぶ
る
つ
も
り

だ

っ
た
よ
」
戦
闘
は
六
時
間
続
い
た
。

そ
の
後
の
四
日
間
、
昼
は
隠
れ
て
、
夜

に
な
る
と
歩
く
と
い
う
試
練
を
強
い
ら
れ

た
。
食
事
も
水
も
持

っ
て
い
な
か
っ
た
か
、

戦
闘
で
な
く
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。
ゲ
リ

ラ
た
ち
も
何
も
な
い
の
に
、
彼
ら
は
実
に

タ
フ
だ

っ
た
。

ク
ラ
イ

マ
ー
た
ち
に
と

っ
て
都
合
の
い

い
こ
と
は
、
グ
リ
ラ
た
ち
が
英
語
を
ほ
と

ん
ど
解
さ
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
た
ち
同

志
で
話
が
で
き
た
こ
と
だ

っ
た
。
彼
ら
の

〃お
守
り
役
〃
と
し
て
い
つ
も
そ
ば
に
い

た
は
た
ち
の
グ
リ
ラ
、
ユ
ス
フ
を
前
に
し

て
、
こ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
。

「な
あ
、
い
ま
飛
び
か
か
っ
て
頭
を
叩
き

割
る
の
は
ど
う
だ
い
？
」

ど
ん
な
ふ
う
に
歩
い
た
の
か
、
い
つ
の

ま
に
か
元
の
イ

エ
ロ
ー

・
ウ
ォ
ー
ル
の
ベ

ー
ス
近
く
ま
で
戻

っ
て
い
た
。

人
質
に
な

っ
て
五
日
目
の
深
夜
、
グ
リ

ラ
の
指
揮
官
が
無
線
機
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の

交
換
の
た
め
ユ
セ
フ

一
人
を
残
し
、
稜
線

の
上
で
会
お
う
、
と
先
行
し
た
時
が
チ
ャ

ン
ス
だ

っ
た
。
四
人
は
稜
線
上
に
た
ど
り

着
い
た
あ
と
、
機
を
伺

っ
て
ュ
セ
フ
を
谷

に
突
き
落
と
し
た
。　
一
五
、
六
キ
ロ
離
れ

た
キ
ル
ギ
ス
軍
の
ベ
ー
ス
ま
で
必
死
の
脱

出
が
始
ま

っ
た
。

「ウ
ィ
ー

・
ア
ー

・
ア
メ
リ
カ
ン
！
」
銃

撃
し
て
く
る
兵
士
た
ち
に
向
か
っ
て
四
人

は
懸
命
に
叫
び
、
奇
跡
の
生
還
劇
は
無
事

終
了
し
た
。

キ
ル
ギ
ス
南
部
は
九
九
年
に
も
日
本
の

鉱
山
技
師
た
ち
四
人
が
拉
致
さ
れ
た
事
件

が
あ
る
。
北
部
の
天
山
山
脈
付
近
は
危
険

は
な
い
、
と
さ
れ
る
が
、
ポ
ベ
ー
ダ
峰
を

目
ざ
し
て
い
た
日
本
の
女
性
パ
ー
テ
ィ
ー

も
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
ま
で
達
し
た
と
こ

ろ
で
、
撤
退
勧
告
で
下
山
し
た
。
山
登
り

の
隣
り
の
戦
斗
。
勇
気
あ
る
四
人
で
は
あ

っ
た
が
、
や
は
り
行
く
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

(8)
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第
三
十

一
回

「新
入
会
員

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

九
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り
、
平
成
十

一
年
度
下
期
入
会
者

（対
象
会
員
番
号
＝

一
三
二
〇
三
～

一
三
二

一
四
ま
で
の
百

一

名
）
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
本
会

ル
ー
ム
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
大
塚
会

長
、
河
西
理
事
列
席

の
も
と
、
名
古
屋

（東
海
）
お
よ
び
富
山

（富
山
）
の
各
支
部

か
ら
の
参
加
者
三
名
を
含
め
て
二
十
二
名

が
出
席
し
た
。

総
務
担
当
高
原
理
事
の
開
会
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
恒
例
の
ビ
デ
オ
に
よ
る
説
明
な

ど
、会
組
織
と
活
動
全
般
に
わ
た
る
紹
介
、

藤
田
委
員
に
よ
る
山
岳
保
険
、
総
務
顧
間

の
神
崎
監
事
の
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
を
交
え
た

上
高
地
山
研
の
案
内
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

記
念
撮
影
を
は
さ
ん
で
、
大
塚
会
長
が

「新
入
会
員
の
皆
さ
ま

へ
」
と
題
し
た
講
演

を
行

っ
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
峰
登
頂
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ

カ
山
岳
会
の
現
況
紹
介
を
踏
ま
え
、
海
外

の
山
岳
会
と
の
活
発
な
交
流
を
図
り
た
い

と
す
る
姿
勢
や
、
新
入
会
員
に
対
し
て
知

的
チ
ヤ
レ
ン
ジ
の
み
な
ら
ず
各
自
の
体
力

年
齢
を
把
握
し
つ
つ
も
ア
ク
テ
イ
ブ

（行

動
的
）
な
活
動

へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

続
い
て
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
が
行
わ

オリエンテーション参加の新入会員22名

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

れ
た
。
今
回
の
特
徴
は
出
席
者
の
三
分
の

一
が
海
外
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
経
験
者
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
同
好
会
か
ら
の
参
加
呼

び
か
け
の
あ
と
、恒
例
の
懇
親
会
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄

っ
た
「自
慢
の
酒
・
ワ

イ
ン
」
を
賞
味
し
な
が
ら
歓
談
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。
少
人
数
な
が
ら
も
な
ご

や
か
な
輪
が
広
が
り
、
六
時
半
過
ぎ
、盛
況

裡
に
幕
を
閉
じ
た
。
　

　

　

（中
川
幸
平
）

が
ん
ば

っ
て
ま
す

「北
高
尾
の
森
」
づ
く
り

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
か
ら
小
仏
峠
に
通
じ
る
バ

ス
道
を
約
四
キ
ロ
、
日
影
沢
の
登
山
口
を

過
ぎ
、
中
央
道
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
と
す

ぐ
右
手
が
小
下
沢
林
道
の
入
口
で
あ
る
。

キ
ヤ
ン
プ
場
か
ら
沢
を
渡

っ
て
左
手
に
景

信
山

へ
の
登
山
道
が
通
じ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
先
関
場
峠
に
至
る
小
下
沢
右

岸
の
沢
筋
か
ら
稜
線
ま
で
の
斜
面
に
広
が

る
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
森
が
わ
れ
わ
れ
の
山

仕
事
の
フ
イ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
沢
沿
い
に

は
カ
エ
デ
な
ど
広
葉
樹
が
残
さ
れ
、
小
滝

も
望
見
さ
れ
て
、
こ
こ
が
年
間
二
百
五
十

万
人
の
都
民
が
訪
れ
る
高
尾
の

一
角
と
は

に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
静
か
な
渓
谷
美
が

広
が

っ
て
い
る
。

絶
好
の
山
仕
事
日
和
に
恵
ま
れ
た
十
月

二
十
八
日
、
河
西
理
事
以
下
三
十
数
名
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
集
ま
り
、
第
二
回
の
体

譲電錨鵬―等三角点のすべて
多摩雪雄編 B6判 0350頁・定価1995円 (税込)
都道府県別に一等三角点を地図上に明示。一等三角

点の詳細な解説、一等三角点研究の決定版。

く
野:稿
>―等三角点の名山1ロロ

B6半」0336頁 0,さ:価 1632円 (税!込)
100山 すべてコース図と写真入りで実用性が高い。

畿電肇言鳥―等三角点の名山と秘境
A5判 0340頁・定価 1837円 (税込 )
全国一等三角点の地方別の配置図と全国の一等三角

点の総覧が付いている。一等の山100座 を紹介。地
図が大きく見易い。

く第 20巻 >―
等 三 角 点 の 山 々

A5判 0310頁・定価 1680円 (税込 )
一等三角点の山シリーズ。280山の総索引と高度順
一等三角点 100座が付いている。80座を紹介。

第9巻、第18巻、第20巻のガイドの山は重複しません。

新ハイキングの見本誌はハガキで申し込めば無料で送付します。

新ハイキング社三響皿覗要七騨詈|1詰
1:

新ハイキング選書

(9)
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北高尾の森の体験林業に集まった会員たち

験
林
業
が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
参
加
者
は

会
員
以
外
に
、　
一
般
の
方
、家
族
連
れ
、
女

子
大
生
な
ど
バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
ん
だ
構
成

に
な

っ
た
。
経
験
者
も
未
経
験
者
も
、
老

い
も
若
き
も

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
れ
ば
も

う

一
人
前
の
山
仕
事
師
風
で
あ
る
。

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
田
端
署
長
、
岩

下
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
前
回
に
引
き

続
い
て
ヒ
ノ
キ
の
除
伐
作
業
を
行

っ
た
。

フ
イ
ト
ン
チ
ッ
ド
に
富
ん
だ
森
で
、　
一
日

い
い
汗
を
流
す
の
は
本
当
に
爽
快
で
あ
る
。

昼
食
を
挟
ん
で
約
二
時
間
の
実
働
で
あ

っ

た
が
、
楽
し
い

一
日
が
過
ぎ
、
最
後
は
キ

ヤ
ン
プ
場
で
ト
ン
汁
を
作
り
、
乾
杯
で
締

め
く
く

っ
た
。

二
回
に
わ
た
る
体
験
林
業
を
終
え
て
こ

れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
本
番
で
あ
る
。
「森
づ

く
り
」
と
い
う
息
の
長
い
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員
各
位
の
大

い
な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
、　
一
般
の
方
た

ち
を
含
め
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
に
富
ん

だ
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（山
川
陽

一
）

第
四
回
山
岳
博
物
館
等
連
絡
会
議

十
月
二
十

一
日
、
東
京
都
北
区
飛
鳥
山

博
物
館
に
お
い
て
、
表
記
の
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
十
二
博
物
館

（松
本
市
ア
ル

プ
ス
山
岳
館
、
植
村
直
己
冒
険
館
、
０
植

村
記
念
財
団
、
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
、

河
口
湖
美
術
館
、
田
淵
行
男
記
念
館
、
秩

父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
、
東
京
都
写

真
美
術
館
、東
京
都
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
、

富
山
県
立
山
博
物
館
、
伯
音
国
山
岳
美
術

館
、
大
迫
町
立
山
岳
博
物
館
）
よ
り
十
三

名
の
館
長
、
学
芸
員
、
日
本
山
岳
会
よ
り

小
倉
副
会
長
、
鰺
坂
理
事
以
下
八
名
が
出12の 山岳博物館の館長らが集い連絡会議を開催

席
。
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、保
存
、特

に
フ
イ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
劣
化
に

つ
い
て
な
ど
、
貴
重
な
指
導
、
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
⌒鰺
坂
青
青
）

日
本
最
初
期
の
山
岳
映
像

「
雪

の
薬

師

、

槍

越

え

」

を

上

映

「映
像
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
た
二
十
世
紀
、

山
の
映
画
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

十

一
月

一
日
、
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員

会
で
は
久
し
ぶ
り
に
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
映
画
会
を
開
い
た
。
当
日
の
夜
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
四
十
名
を
超
え
る
会
員
が

集
ま
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

っ
た
モ
ノ
ク

ロ
の
映
像
に
見
入

っ
た
。
大
正
十
二
年
か

ら
積
雪
期
ニ
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た

っ
て
撮
ら

れ
た
山
の
記
録
映
画
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル

は

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
（四
十
八
分
）
。

こ
の
映
画
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
完

成

（未
編
集
フ
イ
ル
ム
を
ま
と
め
て
作
品

化
）
し
、
五
月
、
東
京
を
皮
切
り
に
各
地

で
上
映
、
絶
賛
を
博
し
た
。
わ
が
国
近
代

登
山
史
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
俗
学
的
に

も
貴
重
な
映
像
資
料
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。

こ
の
記
録
映
画

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」

を
撮

っ
た
の
は
名
古
屋
の
素
封
家

・
伊
藤

孝

一
。
大
正
十
二
年
二
月
、
封
山
館
の
百

瀬
慎
太
郎
と
燕
小
屋
の
赤
沼
千
壽
ら
の
協

力
を
得
て
、
ま
ず
雪
の
立
山
か
ら
針
ノ
本

峠
を
越
え
て
大
町

へ
。
３５
ミ
リ
の
手
回
し

カ
メ
ラ
が
伊
藤
隊
の
ト
レ
ー
ス
を
克
明
に

追
う
。
雪
中
、
集
団
に
よ
る
針
ノ
木
峠
越

え
は
天
正
十
二
年
冬
、富
山
城
主
・佐
々
成

政
が
徳
川
家
康
に
救
援
を
求
め
た
雪
の
峠

越
え
以
来
の
快
挙
で
も
あ

っ
た
。

針
ノ
本
峠
越
え
を
果
た
し
た
伊
藤
隊
は
、

翌
十
三
年
の
冬
、
周
到
な
準
備
を
終
え
て

有
峰
を
基
地
に
三
度
に
わ
た
る
雪
中
山
行

を
計
画
、
上
ノ
岳
冬
期
初
登
頂
、
薬
師
岳

厳
冬
期
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
黒

部
領
域
を
踏
破
し
て
槍
ヶ
岳
に
登
頂
す
る
。

頂
に
立

っ
た
カ
メ
ラ
は
、
手
回
し
に
よ
る

卓
抜
し
た
技
術
に
よ

っ
て
三
六
〇
度
の
パ

ー
ン
ニ
ン
グ
。
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
の
全
容

が
初
め
て
フ
イ
ル
ム
に
記
録
さ
れ
た
。
　
　
∞

エ
ン
ド

・
タ
イ
ト
ル
に
、
こ
の
山
行
と
　
は

撮
影
に
協
力
し
た
芦
崎
寺
の
ガ
イ
ド
ら
の

名
が
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
、
い
か
に
大
掛

か
り
で
あ

っ
た
か
、
彼
ら
の
行
動
力
に
感

動
さ
せ
ら
れ
る
。

撮

っ
た
膨
大
な
フ
イ
ル
ム
は
、
戦
後
し

ば
ら
く
幻
と
な

っ
て
い
た
が
、
発
見
の
経

緯
な
ど
は
会
報

「山
」
六
六
四
、
六
六
五

号
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

伊
藤
の
撮

っ
た
フ
イ
ル
ム
は
、
こ
れ
ま

で
テ
レ
ビ
な
ど
で
断
片
的
に
紹
介
さ
れ
た

が
、
今
回
の
上
映
作
品
は
、
「立
山
、
針
ノ

本
越
え
」
を
プ

ロ
ロ
ー
グ
に
、
「雪
の
薬
師
、

槍
越
え
」
を
本
編
と
し
て
構
成
。
こ
れ
に

音
楽
と
解
説
を

つ
け
て
作
品
化
し
、
伊
藤

隊
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。
作
品

祠
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化
は
、
伊
藤
の
遺
し
た
山
行
日
誌
な
ど
を

手
が
か
り
に
富
山
県

「立
山
博
物
館
」
と

伊
藤
の
四
女
都
留
子
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

羽
田
栄
治
の
構
成
に
よ

っ
て
完
成
し
た
。

映
画
の
後
、
フ
イ
ル
ム
の
編
集
に
当
た

っ
た
羽
田
栄
治
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
長

と
近
藤
隆
治
委
員

（東
京
福
原
フ
イ
ル
ム

社
長
）
の
ト
ー
ク
に
入

っ
た
。
伊
藤
は
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
撮

影
山
行
を
思
い
立

っ
た
の
か
、
ま
た
撮
影

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
か
つ
て
映
像
制

作
の
現
場
に
い
た
両
委
員
の
尽
き
な
い
話

題
か
ら
、
伊
藤
の
足
跡
に
想
い
を
馳
せ
た
。

羽
田
委
員
長
は
最
後
に

「映
像
は
歴
史
の

証
人
で
あ
り
、
ま
た
人
類
の
財
産
で
も
あ

る
」
と
結
ん
だ
。
　
　
　
　
（山
口
俊
輔
）

第
二
十

一
回
東
北
自
然
保
護
の
つ

ど
い
　
鯵
ヶ
沢
大
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

「自
神
と
東
北
ブ
ナ
林
の
未
来
」

十
月
十
四
、
十
五
日
と
自
神
の
鯵
ヶ
沢

町
で
表
記
の
大
会
が
開
か
れ
、
日
本
山
岳

会
か
ら
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
。
ち
ょ
う

ど
当
日
は
自
然
保
護
全
国
大
会
と
日
程
が

重
な
り
、
自
然
保
護
委
員
会
の
委
員
は
全

員
そ
ち
ら
の
た
め
、
現
役
で
な
い
私
が
、

青
森
支
部
を
差
し
置
い
て
日
本
山
岳
会
を

代
表
す
る
形
の
現
地
報
告
を
行

っ
た
。

話
し
た
こ
と
は

「現
地
の
歴
史
と
事
情

か
ら
離
れ
た
位
置
に
い
る
私
た
ち
か
ら
見

て
、青
秋
林
道
を
止
め
た
あ
と
の
姿
勢
を
、

協
力
復
元
に
変
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
復
元
活
動
は
破
壊
防
止

へ
の
最
大
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

九
五
年
頃
か
ら
の
青
森
営
林
局
と
の
折

衝
で
九
八
年
十

一
月
に
福
島
課
長
よ
り
許

可
の
手
紙
が
来
た
。
現
地
の
人
だ
と
青
秋

林
道
反
対
の
活
動
の
余
波
で
か
、
ど
う
し

て
も
対
決
姿
勢
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
点

離
れ
た
人
間
の
話
だ
か
ら
聞
い
て
も
ら
え

た
と
思

っ
て
い
る
。
も
ら

っ
た
の
は
鯵
ヶ

沢
営
林
署
管
内

〈６１
へ
＝
林
小
班
〉
と
〈６１

へ
＝
林
小
班
〉
の
育
林
の
許
可
で
あ
り
、

私
た
ち
の
世
界
遺
産
に
接
す
る
場
所
と
い

う
希
望
が

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
入
れ
ら
れ

た
も
の
で
あ

っ
た
。
既
に
現
地
作
業
を
三

回
行

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
青
森
支
部
が
全

国
の
日
本
山
岳
会
会
員
に
呼
び
か
け
て
続

け
る
」
山
を
育
て
る
仕
事
は
楽
し
い
。
私
も
自

神
で
採
取
し
た
種
を
自
宅
で
発
芽
さ
せ
て

今
育
て
て
い
る
。
百
周
年
の
時
に
は
自
神

に
返
す
つ
も
り
で
い
る
。
今
年
は
ブ
ナ
の

豊
作
の
年
、
昨
日
奥
赤
石
に
入

っ
て
採
取

し
た
種
が
あ
る
か
ら
、
皆
さ
ん
も
持
ち
帰

っ
て
育
て
て
、
自
分
の
育
て
た
苗
を
自
神

に
戻
し
て
く
だ
さ
い
、
と
大
会
の
中
で
も

二
十

一
世
紀
に
向
け
て

「自
然
の
保
護
か

ら
自
然
の
復
元
に
」
が
強
調
さ
れ
た
。

（会
員
の
方
で
ブ
ナ
を
植
え
た
い
方
に
は

種
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ｈ
Ｏ
四
五
‥
八
三
二
‥
八
五
〇
五
）

（大
森
弘

一
郎
）

これが自川芸術の最高峰。世紀を超える偉業をここに集大成。

世界百名山
白 川 義 員 写 真 展 「 世 界 百 名 山 」

東京・新宿タカシマヤ10階〓平成 !2年 12月 31日 (日 )→平成 13年 1月 9日 (火 )
※ 1月 1日 (月・祝)02日 (火 )は休業 日 お問い合わせ先 TEL03(5361)|!||
主催 :NHKプロモーション 協力 :コニカ株式会社
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JAC
支部だより

■
旧
田

鳥
取
県
西
部
地
震
の
報
告
と
お
礼

山
陰
支
部
長
　
高
田
允
克

十
月
六
日
午
後

一
時
半
ご
ろ
、
当
山
陰

地
方
を
中
心
に
震
度
６
強
の
大
地
震
が
襲

い
、
「鳥
取
県
西
部
地
震
」
と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
本
会
山
陰
支
部
所
属
四
十
七
名

の
自
宅
は
す
べ
て
震
度
４
以
上
の
区
域
内

に
あ
り
、
中
で
も
震
源
の
活
断
層
に
近
か

っ
た
西
伯
郡
会
見
町
、
日
野
郡
日
野
町
、

溝
口
町
、
米
子
市
の

一
部
な
ど
、
在
住
の

会
員
十
数
名
の
自
宅
は
か
な
り
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
的
損
害
の
み

に
留
ま
り
、
会
員
に

一
人
の
死
傷
者
も
出

な
か

っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

こ
の
間
、
全
国
の
岳
友
の
皆
さ
ま
に
は
多

大
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
ま
た
ご
丁
重

な
お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

全国各地の支部から1独自の活動状況を
リポートします。

に
支
部
会
員

一
同
を
代
表
し
て
全
員
の
無

事
を
ご
報
告
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
試
練
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

今
後
よ
り

一
層
当
支
部
の
活
性
化
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
地
元
の
名
峰

・
大
山
で
す
が
、
も

と
も
と
崩
壊
の
激
し
い
山
で
あ
る
と
こ
ろ

へ
、
今
回
の
地
震
で
さ
ら
に
登
山
道
の

一

部
が
崩
壊
し
た
個
所
も
あ
り
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ

一
般
ル
ー
ト
か
ら
の
頂
上
往
復
は

可
能
で
す
が
、
そ
の
他
の
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
当
支
部
で
も
調
査
が
行
き
届
い
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
変
わ

っ
て
い
る
か
わ

か
ら
ず
、
来
山
の
際
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
慎

重
を
期
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

「友
の
会
」山
行
立
山
三
山
と
期
岳

山
陰
支
部
に
は
友
の
会
組
織
が
昭
和
五

十
九
年
に
誕
生
し
、
鳥
取
県
西
部
を
中
心

に
山
岳
を
愛
好
す
る
地
域
住
民
と
の
共
生

を
図

っ
て
い
る
。
今
年
は
九
月
二
十
、
十

月

一
日
に
、
紅
葉
の
始
ま
り
と
初
雪
の
残

る
立
山
と
剣
岳
の
登
山
を
行

っ
た
。
参
加

者
二
十
五
名
の
う
ち
会
員
は
八
名
。
平
均

年
齢
は
五
十
八
歳
、
剣
岳
の
悪
場
を
ガ
イ

ド
す
る
の
に
は
適
切
な
人
数
で
あ

っ
た
。

二
十
九
日
の
夜
、
大
型
観
光
バ
ス
で
米

子
を
発
ち
、
二
十
日
八
時
に
室
堂
に
着
い

た
。
当
初
は
立
山
班
と
剣
班
に
分
け
る
予

定
で
あ

っ
た
が
、
天
候
は
悪
化
の
兆
し
。

そ
の
日
の
う
ち
に
全
員
で
立
山
三
山
を
め

ぐ

っ
て
剣
山
荘
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

一
ノ
越
経
由
で
雄
山

へ
。
こ
こ
ま
で
は

登
山
者
も
多
く
、
道
の
雪
は
踏
み
消
さ
れ

て
い
た
。
富
士
を
含
め
明
瞭
に
見
え
て
い

た
山
々
に
暗
雲
が
垂
れ
下
が

っ
て
く
る
。

全
員
が
そ
ろ
う
と
、
参
拝
も
そ
こ
そ
こ
に

先
を
急
ぐ
。
登
山
者
も
減
り
、
日
陰
道
の

残
雪
は
二
〇
セ
ン
チ
程
度
と
な
る
。
今
回

の
最
高
点
大
汝
峠
を
通
過
し
、
富
士
の
折

立
あ
た
り
か
ら
雨
と
な
る
が
視
界
は
き
く
。

内
蔵
助
の
小
屋
を
見
て
、
か
つ
て
こ
の
時

期
に
起
き
た
中
高
年
グ
ル
ー
プ
の
遭
難
死

を
思
い
出
し
た
。
剣
山
荘
に
十
五
時
着
。

夜
半
に
は
前
線
の
通
過
で
暴
風
雨
と
な
る
。

一
日
、
雨
は
収
ま

っ
た
が
、
ガ
ス
で
視

界
は
ゼ
ロ
に
近
い
。
し
か
し
遠
来
の
客
を

歓
迎
し
て
く
れ
た
の
か
、
前
剣
に
近
づ
く

こ
ろ
に
は
ガ
ス
の
切
れ
間
に
剣
岳
が
見
え

始
め
る
。
登
山
者
は
少
な
く
、
懸
念
さ
れ

た
悪
場
の
残
雪
、
岩
場
の
濡
れ
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
も
、
昨
夜
の
暴
風
雨
と
気
温
の
上

昇
で
解
消
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
剣
岳
山
頂
に

ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
下
り
か
け

た
こ
ろ
か
ら
再
び
ガ
ス
に
包
ま
れ
る
が
、

有
料
道
路
の
ゲ
ー
ト
閉
鎖
の
時
間
に
急
か

さ
れ
、　
一
気
に
室
堂
ま
で
下
っ
た
。
十
六

時
着
。
会
員
以
上
に
元
気
な
中
高
年
の
女
性
た

ち
に
驚
い
た
。
帰
り
の
車
中
で
は
、
次
は

ど
こ
の
山
へ
と
話
が
弾
む
。米
子
着
五
時
。

さ
あ
仕
事
、と
元
気
よ
く
散

っ
て
い
っ
た
。

（清
瀬
祐
司
）

北
ア
ル
プ
ス
の
定
例
山
行

■
三
十
二
人
が
参
加

宮
崎
支
部
は
昭
和
六
十
年
七
月
、
全
国

二
十
番
目
の
支
部
と
し
て
産
声
を
上
げ
、

十
六
年
目
を
迎
え
た
。
昨
年
九
月
、
支
部

結
成
十
五
周
年
を
記
念
し
て
北
ア
ル
プ
ス

登
山
を
計
画
し
た
が
、
出
発
直
前
に
台
風

や
集
中
豪
雨
に
よ
る
上
高
地

・
釜
ト
ン
ネ

ル
付
近
の
崩
壊
に
よ

っ
て
、
中
止
を
決
定

す
る
苦
渋
の
選
択
だ

っ
た
。

「今
年
こ
そ
は
」
の
念
願
は
、
月
例
登
山

や
月
例
研
究
会
で
の
熱
気
が
強
烈
で
あ

っ

た
。
ま
ず
先
発
隊
と
し
て
の
第

一
班

・
十

二
人
、
七
月
十
九
～
二
十
三
日
。
第
二
班
・

二
十
人
は
九
月
二
十
二
～
二
十
六
日
の
四

「友の会」の元気な女性たちと剣岳に登る
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泊
五
日
と
し
、
同

一
コ
ー
ス
を
踏
破
す
る

こ
と
と
し
た
。
第

一
班
は
二
組
、
第
二
班

は
三
組
に
編
成
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
、
記
録
、
写
真
、
食
糧
、装
備
、

救
護
係
を
分
担
し
、
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
山
行
で
は
三
点
確
保
、
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
、

バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
反
復
訓
練
で
知
識
、
技

能
の
ア
ッ
プ
を
図

っ
た
。

コ
ー
ス
は
、
第

一
日

・
宮
崎
空
港
か
ら

羽
田
空
港
、
新
宿
、松
本
経
由
で
山
研
泊
。

第
二
日
は
山
研
、
明
神
、
徳
沢
、
横
尾
経

由
で
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
泊
。
第
二
日

・
涸
沢

ヒ

ュ
ッ
テ
、
北
穂
高
岳
、
涸
沢
岳
経
由
で

穂
高
岳
山
荘
泊
。第
四
日
・穂
高
岳
山
荘
、

奥
穂
高
岳
、
前
穂
高
岳
、
岳
沢
ヒ

ュ
ッ
テ
、

山
研
、
上
高
地
経
由
、
松
本
泊
。
第
五
日
・

松
本
、
新
宿
、
羽
田
空
港
経
由
、
宮
崎
空念願だつた北アルプス登山の宮崎支部員

港
で
あ

っ
た
。

■
高
山
病
ス
コ
ア
実
施

各
班
と
も
、　
一
日
半
は
雨
、
霧
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
朝
暉
夕
陰
の
美
や
モ
ル
ゲ
ン

ロ
ー
ト
の
自
然
現
象
に
感
動
し
、
全
員
無

事
全

コ
ー
ス
を
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
成
果
は
、
今
後
の
山
行
に
大
い
に
発

揮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
班
で
は
、
二
、
三
千
メ
ー
ト
ル
級

の
登
山
に
お
い
て
の
高
山
対
策
と
し
て
、

「高
山
病
ス
コ
ア
（Ａ
Ｍ
Ｓ
）」
で
頭
痛
、消

化
器
症
状
、
疲
労
脱
力
、
め
ま
い

・
ふ
ら

つ
き
、
睡
眠
障
害
、
息
切
れ
、
せ
き
、
動

悸

（安
静
時
）
な
ど
の
調
査
を
行

っ
た
が
、

今
後
、
医
師
の
意
見
を
聴
取
し
て
山
行
の

参
考
と
し
た
い
。

河
童
橋
か
ら
返
り
見
る
前
穂
高
を
後
に
、

感
動
を
く
れ
た
三
日
間
の
行
動
は
、
こ
れ

か
ら
の
山
行
の
大
き
な
財
産
と
な
る
で
あ

ろ
う
と
、
感
謝
し
つ
つ
上
高
地
を
後
に
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（井
野
元
　
繁
）

ク
マ
グ
ラ
の
森
の
ブ
ナ
再
生
事
業

九
月
九
日
か
ら
十

一
日
、
日
本
山
岳
会

百
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
で
あ
る
自
神
山

地
体
験
林
業

（ブ
ナ
林
再
生
事
業
）
に
参

加
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
作
業
と
し
て
は
、

除
伐

（ウ
ツ
ギ
、
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
、
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
な
ど
）
や
下
刈
り

（チ
シ
マ
ザ
サ

な
ど
）
を
行

っ
て
林
床
を
整
備
す
る
と
と

クマゲラの森でブナの植林を行う

も
に
ブ
ナ
を
植
え
て
き
た
。

今
回
は
、
除
伐
や
下
刈
り
の
拡
大
の
ほ

か
に
、
今
年
の
六
月
に
移
植
し
た
ブ
ナ
の

幼
樹
二
十
四
本
の
活
着
状
況
の
調
査
を
し

た
。
梅
雨
期
と
は
い
え
好
天
続
き
の
中
で

の
植
樹
だ

っ
た
の
で
、
し

っ
か
り
根
づ
い

て
い
る
か
ど
う
か
心
配
し
た
が
、
見
事
二

十
二
本
が
元
気
に
育

っ
て
い
た
。
そ
れ
を

確
認
で
き
た
と
き
に
は
ホ
ッ
と
す
る
と
と

も
に
、
樹
高
二
四
、
五
セ
ン
チ
の
幼
樹
が

大
本
に
見
え
た
。
そ
し
て
、
五
十
年
か
ら

百
年
後
に
は

一
面
の
ブ
ナ
の
森
と
な
る
第

一
歩
だ
と
実
感
し
た
。

今
後
は
、
自
然
に
根
づ
い
て
い
る
ブ
ナ

を
生
か
し
な
が
ら
、
現
地
で
採
取
し
た
ブ

ナ
の
種
子
を
協
力
機
関
に
育
苗
し
て
も
ら

い
、
移
植
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
「私
の
本
」
と
い
う
こ
と
で
、
成
長

を
継
続
調
査
す
る
樹
木
を
選
定
し
、
同
じ

本
の
樹
幹
直
径
と
樹
高
を
特
定
の
会
員
が

継
続
調
査
す
る
こ
と
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
会
員
は
、
植
林
事
業
に
関
し
て

は
素
人
集
団
だ
が
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
自

然
の
再
生
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

毎
回
の
作
業
に
参
加
し
て
の
楽
し
み
の

第

一
は
、
夜
の
懇
親
会
で
あ
る
。
現
地
調

達
し
た
山
菜
を
肴
に
、
持
ち
寄

っ
た
地
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
ひ
と
と
き
は
最

高
。
ま
た
、
生
息
地
の
中
に
テ
ン
ト
場
が

あ
る
た
め
、
ク
マ
グ
ラ
が
時
々
姿
を
み
せ

て
く
れ
る
。
ク
マ
グ
ラ
に
会
え
る
ブ
ナ
再

生
事
業
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（柿
本
　
孝
徳
）

北アルプス自馬連峰
自馬五電スキー場直下
スキーツアー、雪上訓練、クロスカントリー

スノーシューによるスノートレッキングに

ご利用ください。

■斗轟謳o名

11月 より滑走可能

リフト割引券あり ① ひまわリ
長野県北安曇郡白馬村神城 22114‐ 17
TEL (0261)75-2292(代 )

FAX(0261)75-3284
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東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
と

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

三
十
年
前
、
「日
本
山
岳
会

エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
隊
」
が
初
め
て
登
頂
に
成
功
し
た
同

じ
年
、
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
万
博
の
開
催
の
記
念
事
業
と
し
て
、

現
代
の
人
類
文
化
の
結
晶
の
記
録
を
文
化

遺
産
と
し
て
遠
い
後
世

へ
伝
え
る
た
め
、

五
千
年
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
た
。

こ
の
壮
大
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

「タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
η
」
と
称
し
、
当
時

大
き
な
話
題
と
な

っ
た
。

こ
の
中
に
日
本
山
岳
会
が
エ
ベ
ン
ス
ト

か
ら
持
ち
帰

っ
た
頂
上
の
石
と
登
頂
の
カ

ラ
ー
写
真
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

収
納
品
ア
イ
デ
ア
は
国
内

一
般
公
募
約

十
三
万
点
と
世
界
各
国
の
人
々
の
協
力
に

よ

っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
選

定
委
員
会
に
よ
り
選
ば
れ
た
、自
然
科
学
、

社
会
、
芸
術
の
三
分
野
に
分
け
ら
れ
、
科

学
技
術
の
成
果
を
示
す

「自
然
科
学
分
野
」

七
四
二
点
、
「社
会
分
野
」
で
は
、
一
九
七

〇
年
当
時
の
風
俗
や
社
会
を
物
語
る
六
八

六
点
、
「芸
術
分
野
」
で
は
、
美
術
や
音
楽

な
ど
の
水
準
を
示
す
五
九
二
点
が
、
そ
の

他
七
八
点
と
共
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
、
「現
代
風

ロ
ゼ
ッ
タ
石
」

と
も
言
わ
れ
る
、
日
本
語
を
含
む
国
連
常

用
語
で
ス
テ
ン
レ
ス
板
に
食
刻
。
「私
た
ち

は
五
千
年
後
の
人
間
の
繁
栄
を
信
じ
、
二

十
世
紀
の
記
録
と
し
て
こ
の
カ
プ
セ
ル
を

残
し
ま
す
」
と
す
る
文
面
や
、
絶
滅
し
つ

つ
あ
る
動
物
お
よ
び
鳥
な
ど
の
鳴
き
声
の

テ
ー
プ
と
生
態
フ
イ
ル
ム
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。

収
納
物
は
種
類
に
よ

っ
て
、
三
十
個
の

ミ
ニ
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
、
内
径

一
メ
ー
ト

ル
の
本
体
カ
プ
セ
ル
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
ベ
ン
ス
ト
の
山
頂
の
石
は
、
社
会
、
文

化
の
中
の
そ
の
他
の
項
に
、
登
頂
の
写
真

は
、
興
味
レ
ジ
ヤ
ー
の
項
に
納
め
ら
れ
、

下
記
の
番
地
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

収
納
品
の
選
定
は
、
万
博
開
催
の
約
四

年
前
か
ら
進
め
ら
れ
、
万
博
開
催
の
年
に

は
内
容
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
が
、
日
本

人
に
よ
る
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
快
挙
を

知
り
、
急
邊
飛
び
入
り
で
追
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

分

類

社
会

・
文
化
の
そ
の
他
…
…

一
一
番
Ｂ

ｏ
ｘ

に
石
興
味
レ
ジ
ヤ
ー
…
…
二
七
番
Ｂ

Ｏ
ｘ
に
写
真

整
理
Ｌ

石
…
…
Ｓ
‥
一
五

‥
三
‥
一

写
真
…
Ｓ
ｉ
二
三
‥
二
‐
三

こ
の
石
は
、
松
浦
、
植
村
両
隊
員
が
頂

上
か
ら
持
ち
帰

っ
た
も
の
を
当
時
の
隊
員

で
あ

っ
た
住
吉
仙
也
、
中
島
道
郎
、
松
浦

輝
夫
、
神
山
義
明
と
私
の
五
隊
員
と
、
私

と
共
に
登
頂
し
た
サ
ー
ダ
ー
の
チ

ョ
タ
レ

ー
と
シ
ェ
ル
パ
の
ピ
ン
ジ

ュ
ー
の
七
名
が
、

六
月
二
十
八
日
に
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
　
ａ

主
催
者
で
あ
る
松
下
館
を
訪
問
し
届
け
た
　
は

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
写
真
は

一
九
七
〇
年
五
月
二
十

六
日
に
、
毎
日
新
聞
に
全
紙
カ
ラ
ー
で
掲

載
さ
れ
た
、
五
月
十
二
日
に
頂
上
に
立

つ

私
の
姿
を
チ

ョ
タ
レ
ー
が
撮

っ
た
も
の
を
、

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
と
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

に
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
を
基
調
と
し
た
特
殊

ス
テ
ン
ン
ス
鋼
の
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

は
、
保
存
科
学
の
最
高
技
術
を
駆
使
し
、

四
年
を
か
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
が
万
博

で
公
開
さ
れ
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
話

題
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
エ
ベ
ン
ス
ト

山
頂
の
石
も
当
時
大
変
な
人
気
で
、
七
百

六
十
万
人
の
人
が
見
学
に
訪
れ
た
ほ
ど
で

平
林
克
敏

右上はタイムカプセル、その

中に入れたエベレスト頂上の

石 (左上)と 30年前の平林氏

轟
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あ

っ
た
。

私
た
ち
も
万
博
協
会
の
招
き
で
、
講
演

の
た
め
、
来
館
中
の
ヒ
ラ
リ
ー
卿
や
桑
原

武
夫
先
生
と
共
に
ネ
パ
ー
ル
館
や
松
下
館
、

日
本
館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

五
千
年
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
常
に
会
場

で
話
題
と
な

っ
て
い
た
。

翌

一
九
七

一
年
、　
一
月
二
十
日
に

一
号

機

（五
千
年
後
開
封
）
、
同
二
十
八
日
に
二

号
機
、
（百
年
毎
に
開
封
）
が
、
大
阪
城
公

園
の
地
下
、
十
五
メ
ー
ト
ル
に
埋
葬
さ
れ

た
。カ
プ
セ
ル
は
、
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

主
催
者
、
毎
日
新
聞
と
松
下
電
器
産
業
か

ら
国
に
移
管
さ
れ
、
文
部
省
の
所
管
と
な

っ
た
。
二
号
機
の
第

一
回
開
封
は
、
収
納
品
点

検
作
業
の
た
め
、
三
十
年
後
の
西
暦
二
千

年
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

今
年
二
月
十
五
日
、地
下
か
ら
取
り
出
し
、

予
定
通
り
点
検
作
業
が
行
わ
れ
た
。
去
る

十

一
月
二
十
三
日
、
次
の
開
封
時
、
二
千

百
年
に
向
け
、
再
び
埋
葬
さ
れ
た
。

こ
の
折
に
、
百
年
毎
に
点
検
さ
れ
る
二

号
機
に
は
、
各
百
年
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
、
次
の
世
紀
へ
の
夢
と
提
言
を

綴
っ
た
作
文

・
論
文
集
な
ど
を
未
来
の
人

類
へ
送
り
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ワ０
。日
本
山
岳
会
の
寄
贈
し
た

エ
ベ
ン
ス
ト

頂
上
の
石
と
、
写
真
が
五
千
年
後
の
未
来

の
人
に
何
を
語
り
か
け
る
の
か
、
ま
た
、

五
千
年
後
の
登
山
と
い
う
行
為
そ
の
も
の

が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
ち
続
け
る
の
か
、

大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
い
い
ち
、
五
千
年
と
い
う
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
未
来
を
ど
の
よ
う
に
し
て
計

る
か
、
そ
の
時
計
の
基
軸
自
身
が
問
題
と

な
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２３９

か
ら
出
る
、
α
（ア
ル
フ
ァ
）
粒
子
が
、
ヘ
リ

ウ
ム

・
ガ
ス
に
な
る
点
を
利
用
し
て
、
発

生
ガ
ス
の
体
積
で
時
の
刻
み
を
表
示
す
る

な
ど
、
画
期
的
な
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る

の
で
、
五
千
年
後
の
人
類
が
、
そ
の
時
点

か
ら
五
千
年
前
の
今
日
を
正
確
に
振
り
返

る
こ
と
は
当
然
可
能
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
時
の
刻
み
は
正
確

で
あ

っ
て
も
、
人
類
の
存
続
の
可
能
性
は

必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
文
明
の
歴
史
が
ほ

ぼ
、
五
千
年
前
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
五
千
年
後
の
六
九
七
〇
年
か

ら
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
も
、
恐
ら
く
可

能
で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

こ
の
こ
と
は

一
に
、
地
球
上
に
お
け
る

自
然
の
循
環
系
の
中
か
ら
、
人
類
が
逸
脱

し
な
い
こ
と
が
生
存
の
原
則
と
な
る
だ
ろ

う
け
れ
ど
も
、
人
類
は
地
球
環
境
に
大
き

く
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
五
千
年
の

可
能
性
す
ら
失
お
う
と
し
て
い
る
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
取
り
出
す
人
類
の

生
存
を
信
じ
、
石
と
写
真
は
、
五
千
年
の

時
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

シ
ャ
モ
ニ
の
正
し
い
発
音
と

ラ
ス
キ
ン
に
つ
い
て

近
藤
　
等

会
報
九
月
号

（六
六
四
）
に
シ
ャ
モ
ニ

と
ラ
ス
キ
ン
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
ま

し
た
の
で
、
正
確
な
情
報
提
供
の
た
め

一

筆
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
会
報
に
シ
ャ
モ
ニ
ー
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
し
、
多
く
の
人
は
シ
ャ
モ
ニ
で

終
わ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
シ
ャ
モ
ニ
ー
と
の

ば
し
て
書
き
ま
す
。
し
か
し
の
コ
”
ヨ
〇
ュ
Ｘ

の
最
後
の

ｘ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
と
ど

め
の

ｘ
で
あ
り
、
ニ
ー
と
の
ば
し
て
発
音

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
つ
い
で
に
申
し
ま
す

と
、
シ
ャ
モ
ニ
ッ
ク
ス
と
発
音
す
る
の
が

正
し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

『グ
リ
ン

瀬鰊に
い・|:・′:|:,―・:,‐ |、 |:J
,ヽ理
|■
.'`:秦ソ

ヽ:遷 :'多グ

くちインターネット02

インターネットの長所

インターネットの長所のひとつに、いながら

に必要な情報をいつでも入手できるというこ

とがある。ニュースや天気予報、求人、住宅、

時刻表、地図、花の知識、料理……・ (ガイド

ブックにはありとあらゆる情報がある、と書
いてあるが、期待はずれも多い)。 JACの山研

やルームの予約状況、山行やイベントの参加

状況、図書の内容なども確認できるよう期待

にこたえたい (い まはできません)。 N

デ
ル
ヴ
ア
ル
ト
の
山
案
内
人
』
の
日
本
訳

の
長
い
あ
と
が
き
の
中
で
井
手
貢
夫
教
授

は
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
パ
リ
や
マ

ル
セ
イ

ユ
辺
り
で
は
こ
う
い
う
発
音
を
す

る
人
が
い
ま
す
が
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
を
中

心
と
し
て
ロ
ー
ヌ

・
ア
ル
プ
ス
地
方
の
人

人
や
、
リ
オ
ン
、
と
く
に
シ
ャ
モ
ニ
の
住

民
は
誰
も
シ
ャ
モ
ニ
ッ
ク
ス
と
は
発
音
し

ま
せ
ん
。
な
お
シ
ャ
モ
ニ
の
つ
づ
り
は
（発

音
と
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
）
十
八

世
紀
以
後
、
十
三
通
り
の
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

０
，
”
一Ｂ
Ｏ
Ｃ
コ
一Ｘ
・０
，
”
一ヨ
ｏ
Ｃ
コ
マ
〕０
，
”
】Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｄ
Ｆ

Ｏ
，
”
ヨ
ヨ
〇
ヨ
一∽
υＯ
，
”
ヨ
Ｃ
ユ
Ｘ
ｖＯ
，
”
ヨ
〇
●
メ

０
，
”
ヨ
〇
〔当
】メ
０
，
”
ヨ
〇
一ｍＵ
ヽ
ｖＯ
，
”
ヨ
〇
ユ
∽
υ

Ｏ
，
”
ヨ
Ｏ
Ｃ
コ
一∽
ｖＯ
コ
”
ヨ
ヨ
に
つ
メ
０
，
”
ヨ
に
コ
一∽

地の果ての大自然パタゴニア 15日間
C躍轟い 東京発着・大阪発東京着 《旅行期間》

●2/1(木 )～ 2/15(木 )
●2/22(木 )～ 3/8(木 )
●3/7(水 )～ 3/21(水 )

目棗□棗

【ツアーのポイント】 (
チリ側のパイネ山群とアルゼンチン側

のフィッツロイ山群の両方を訪れます。

2大山群のハイキングに加えて、雄大な

モレノ氷河も訪れる、パタゴニアの山旅

の決定版。テント泊なし、すべて宿舎泊。

硲 月″り争グノ昇多ど貿″五釜″
〒105-0003港 区西 新橋 1-12-1(西新橋 1森ビル )TEL 03-3503-1911
大阪奮 06(6444)3033名 古屋春 052(581)3211 福 岡奮 092(715)1557
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こ
れ
ら
の
ス
ペ
ル
は
十
八
世
紀
か
ら
十

九
世
紀
に
か
け
て
の
彩
色
銅
版
画
に
数
多

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
モ
ニ
を
訪

れ
た
画
家
た
ち
が
、
作
品
の
下
に
場
所
の

説
明
と
し
て
ス
ペ
ル
を
間
違

っ
て
書
い
て

い
る
う
ち
に
こ
ん
な
多
数
に
な

っ
た
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
現
在
定
着
し
て

い
る
の
コ
”
ヨ
ｏ
ユ
ｘ
で
、　
一
九
二
二
年
か
ら

は
、
こ
の
後
に
〓
ｏ
ユ

‐
口
【”
コ
の
が
っ
き
、

正
式
に
は
０
，
”
ヨ
ｏ
ユ
ｘ
〓
ｏ
ユ
‐
”
一”
”
ｏ
と

な
り
ま
し
た
。

山
梨
県
の
富
士
吉
田
市
は
、上
吉
田
町
、

下
吉
田
町
、
明
見
町
の
三
カ
所
が
合
体
し
、

ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
に
市
制
が
施
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
前
に

『富
士
』
が
つ
け
ら

れ
、
現
在
の
富
士
吉
田
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
名
峰
モ
ン

・
ブ
ラ
ン
と
日
本

の
名
峰
富
士
山
の
ふ
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
位

置
す
る
の
が
縁
で

一
九
七
八
年
に
姉
妹
都

市
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
同
じ
会
報
に
シ
ャ
モ
ニ
に

「ラ
ス

キ
ン
の
像
」
が
あ
る
と
書
か
れ
て
あ
り
ま

し
た
が
、
上
高
地
の
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
の
よ

う
な
レ
リ
ー
フ
な
ら
あ
り
ま
す
。

場
所
は
ム
ー
ス
ー
の
高
台
、
旧
レ
ビ

ュ

フ
ァ
山
荘
か
ら
庭
伝
い
に
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
行

っ
た
ブ
レ
ヴ
ア
ン
の
ス
キ
ー

・

コ
ー
ス
の
下
の
林
間
、
ラ
ス
キ
ン
が
好
き

だ

つ
た
ブ
レ
チ

エ
ー
ル
針
峰
を
谷
越
し
に

眺
め
る

《
迷
子
石
》
に
そ
の
レ
リ
ー
フ
は

は
め
込
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
に
と

っ
て
も
好
き
な
散
歩
場
所
で
し
た
が
、
レ

ビ

ュ
フ
ア
の
山
荘
が
人
手
に
渡

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
こ
こ
は
現
在
通
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
レ
リ
ー
フ
ま
で
誰
で
も
行

け
る
道
順
は
、
ブ
レ
ヴ
ア
ン
行
き
の
ロ
ー

プ
ウ

エ
ー
駅
の
左
、
ス
キ
ー

・
ス
タ
シ
ョ

ン
と
い
う
名
の
超
安
の
民
宿
脇
の
小
道
の

坂
を
登

っ
て
行
く
と
、
標
高

一
一
二
五
メ

ー
ト
ル
の
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に
、
さ
び

し
げ
に
横
た
わ

っ
て
い
る
岩
が

『ラ
ス
キ

ン
の
石
』

（コ
①
「
①
ツ
刀
ｃ
∽
π
ヨ
）
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
見
つ
け
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
《
迷
子
石
》
を
探
し
て
い
て

迷
子
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

な
お
ラ
ス
キ
ン
が
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
る

こ
と
が
好
き
だ

っ
た
の
は
た
し
か
で

「
い

ま
回
想
し
て
み
て
、
す
ば
ら
し
い
、
賢
明

な
日
々
を
す
ご
し
た
と
言
え
る
の
は
、
モ

ン

・
ブ
ラ
ン
や
、
モ
ン
テ

・
ロ
ー
ザ
、
ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
な
ど
を
眼
前
に
見
て
す
ご
し

た
日
々
だ
け
だ

っ
た
と
思
う
」
と

『プ

レ

ー
テ
リ
タ
』
の
中
で
書
い
て
い
ま
す
が
、

自
分
で
は
ア
ル
プ
ス
を
登
る
意
志
が
な
か

っ
た
せ
い
か
、
登
山
行
為
に
は
否
定
的
で
、

一
八
六
五
年
に
ウ
イ
ン
パ
ー
が

エ
ギ
ー

ユ

・
ヴ

ェ
ル
ト
を
初
登
頂
し
た
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
と
、
次
の
よ
う
な
悲
嘆
の
叫
び
を

あ
げ
放

っ
て
い
ま
す
。

「あ
な
た
が
た
は
、
地
上
の
大
聖
堂
を
競

技
場
に
変
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
ア
ル

プ
ス
連
峰
を
、
熊
の
曲
芸
の
際
に
使
う
、

て
っ
ぺ
ん
に
餌
の
つ
い
た
棒
の
よ
う
に
思

い
こ
み
、
そ
れ
に
よ
じ
登
り
、
や
が
て
は
、

よ
ろ
こ
び
の
叫
び
と
と
も
に
そ
こ
か
ら
下

り
て
く
る
の
だ
。
か
つ
て
、
あ
な
た
が
た

の
詩
人
た
ち
は
、
そ
の
同
じ
峰
々
を
、
熱

烈
な
畏
怖
の
念
で
あ
こ
が
れ
た
も
の
だ

っ

た
の
に
」

（『胡
麻
と
百
合
』

一
章
）

慈
恵
医
大
山
岳
部

創
設
七
十
周
年
を
迎
え
る濱
口
欣

一

去
る
十
月
二
十
日
、
銀
座
第

一
ホ
テ
ル

で
慈
恵
医
大
山
岳
部
創
設
七
十
周
年
の
祝

賀
会
が
催
さ
れ
た
。
今
年
は
槍
ヶ
岳
診
療

所
開
設
五
十
周
年
、
ガ
ネ

ッ
シ
ュ
ｏ
ヒ
マ

ー
ル
峰
＝
六
九
五
〇
メ
ー
ト
ル

（慈
恵
医

大
創
立
百
年
記
念
学
術
登
山
隊
、　
一
九
八

〇
年
）
初
登
頂
二
十
周
年
に
当
た
り
、
日

頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
大
学
関
係
者
、

山
岳
会
関
係
者
に
お
礼
を
述
べ
る
た
め
に

山
岳
部
並
び
に
そ
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
山
の

会
が
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

慈
恵
医
大
か
ら
は
岡
村
哲
夫
学
長
を
始

め
関
係
者
、
槍
ヶ
岳
診
療
所
関
係
で
は
穂

刈
康
治
社
長
を
始
め
関
係
者
、
山
岳
会
関

係
者
は
日
本
山
岳
会
大
塚
博
美
会
長
他
多

数
、
他
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
関
係
者
、
ま

た
北
ア
ル
プ
ス
南
部
地
区
遭
難
対
策
協
議

会
小
池
強
会
長
、
遠
く
韓
国
か
ら
韓
国
山

岳
会
孫
慶
錫
元
副
会
長
も
出
席
し
た
。

記
念
式
典
で
、
日
本
山
岳
会
会
長
大
塚

博
美
氏
は
、
慈
恵
医
大
山
の
会
は
日
本
山

岳
会
の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
共

に
、
戦
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
開
拓
時
代
か
ら
遠

征
隊
に
エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ン
ド
ク
タ
ー

と
し
て
参
加
し
八
千
メ
ー
ト
ル
の
高
々
度

に
お
い
て
も
医
療
活
動
に
そ
の
本
分
を
尽

く
し
た
と
語

っ
た
。

記
念
講
演
は
槍
ヶ
岳
山
荘
会
長
穂
刈
貞

雄
氏
の

「槍
ヶ
岳
診
療
所
の
五
十
年
」
と

題
す
る
講
演
で
あ

っ
た
。
氏
は
そ
の
中
で
、

慈
恵
の
医
師

・
看
護
婦

・
学
生
と
手
を
携

え
守
り
ぬ
い
た

「登
山
者
の
命
」
を
語
り
、

日
本
ア
ル
プ
ス
最
高
所

・
最
深
部
と
い
う

本
診
療
所
の
も
つ
特
異
性
は
わ
が
国
山
岳

診
療
所
に
あ

っ
て
唯

一
無
二
の
も
の
で
あ

り
、
世
紀
を
越
え
て
そ
の
活
動
を
支
援
し

た
い
と
語

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞

続
い
て
大
森
薫
雄
会
員
が
ス
ラ
イ
ド
を
　
Ｈ

使
用
し
て
、
第

一
回
の
山
岳
部
合
宿
が
猪

苗
代
で
ス
キ
ー
合
宿
と
し
て
行
わ
れ
て
以

来
、
山
岳
部
、
診
療
所
の
主
な
出
来
事
を

抽
出
し
て
過
去
七
十
年
の
歩
み
を
振
り
返

つ
た
。
長
尾
悌
夫
会
員
が
、
山
の
会
は
戦
前
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
登
頂
に
そ
の
目
標
を
定
め
、

国
家
存
亡
を
懸
け
た
戦
争
時
代
を
越
え
、

戦
後
は
杉
本
良

一
教
授

（生
理
学
）
の
も

と
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

へ
の
研
究
が
行
わ
れ
、

一
九
八
〇
年
の
慈
恵
医
大
創
立
百
年
を
期

し
て
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
・ガ
ネ

ッ
シ
ュ
・

ヒ
マ
ー
ル
五
峰
の
初
登
頂

へ
と
登
り
詰
め

た
道
の
り
を
語

っ
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
東
京
都
山
岳
連
盟
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山
本
久
子
会
長
が
、
山
の
会
会
員
が
都
岳

連
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
、
女
性
だ
け
の

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

（デ
オ
チ
バ
）

に
山
の
会
の
先
生
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ

と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
た
。
農
大

・
織
内
信

彦
氏
か
ら
は
、
戦
後
大
学
山
岳
部
が
ヒ
マ

ラ
ヤ
遠
征
を
す
る
際
、
隊
付
き
ド
ク
タ
ー

を
お
願
い
す
る
先
鞭
を
付
け
た
こ
と
が
披

露
さ
れ
た
。

歓
談
中
に
は
各
大
学
関
係
者
か
ら
、
遠

征
隊
に
参
加
し
た
メ
ス
を
持
た
な
い
医
者

の
姿
も
披
露
さ
れ
た
。

最
後
に
大
森
薫
雄
が
山
の
会
を
代
表
し

て
、
山
岳
部

・
山
の
会
を
今
日
ま
で
見
守

っ
た
多
く
の
山
岳
会
関
係
者
に
感
謝
の
意

を
述
べ
、
「救
急
医
療
こ
そ
医
の
原
点
で
あ

り
、
槍
ヶ
岳
診
療
所
を
継
続
し
慈
恵
精
神

を
踏
ま
え
日
本
の
山
岳
界
に
尽
く
し
た
い
」

と
締
め
く
く

っ
た
。
（慈
恵
医
大
山
の
会
）

モ
ン
ゴ
ル
ブ
ル
ー
の
空
と

銀
の
星
に
魅
せ
ら
れ
て坂
倉
登
喜
子

ア
ル
タ
イ
山
脈
の
小
さ
な
頂
を
目
指
し

て
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
咲
く
山

へ
登

っ

た
の
は
、
平
成
十
年
の
七
月
だ

っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
ブ
ル
ー
の
空
の
美
し
さ
、
ど

こ
ま
で
も
続
く
大
草
原
、
そ
こ
に
生
き
る

放
牧
の
群
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
花
園
。

自
然
の
美
し
さ
と
、
遊
牧
民
の
優
し
い
心

に
触
れ
て
、
私
は
九
十
歳
に
な

っ
た
ら
再

び
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
。

か
ね
て
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
映
画
を
撮
り

た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
た
山
岳
映
画
サ
ロ

ン
の
伊
藤
弥
八
会
長
に
同
行
し
、
私
は
卒

寿
記
念
と
し
て
も
う

一
度
モ
ン
ゴ
ル

・
フ

ラ
ワ
ー
山
行
を
計
画
し
、
八
月
、
二
回
目

の
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
花
の
探
訪
と
な

っ
た
。

八
月
十

一
日
朝
、
羽
田
を
出
発
し
、
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
ホ
テ
ル
に

一
泊
。
翌
日

モ
ン
ゴ
ル
航
空
の
国
内
線
で
西
方
の
湖
に

近
い
町
ウ
ラ
ン
ゴ
ム
ヘ
。
さ
ら
に
専
用
車

で
四
時
間
走
り
、
キ
ヤ
ン
プ
地
に
着
い
た
。

今
回
基
地
に
し
た
山
麓
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

山岳博物館散歩・000008

“岳都"松本市は、シンボルである北ア
ルプスの山並みを西に望み、東には日本

一高く、広く、美しい花の高原である美

ヶ原高原の王ヶ鼻の垂直に切れ落ちた絶

壁の山容を望見することができます。

アルプス山岳館は、市内から北へ4km
ほど、標高差が200m弱 の小高い山一帯
に、自然と地形を生かした都市公園とし

て整備されたアルプス公園内の一施設と

して建設され、昭和50年 4月 にオープン

しました。

開館前より山岳会の皆さまからは、ご

意見やご提案をいただき、寄贈、寄託し

ていただいた多くの山岳関係資料を展示

しております。これらの貴重な財産もさ

ることながら、天与の自然美である周囲

の山々の眺望も当館の誇る展示品の一つ

と自負しております。

現在松本市では平成 19年 に市制施行
100周 年を迎えるにあたり、アルプス公

園整備拡張計画が進められ、記念事業と

して 「花と緑と環境の祭典」が予定され

ています。これに合わせ、アルプス山岳

館は施設の見直しを検討し、21世紀に向
けて当館のあるべき姿を探るべく、整備

基本構想の策定を進めております。生ま

れ変わるアルプス山岳館は、山の専門の

方から公園を訪れる子どもまで幅広い層

の皆さんが、山の魅力を共有できる施設

を目指したいと考えています。

松本市役所観光温泉課 0土屋泰臣

松本市立アルプス山岳館

開館時間 :9時～17時

入館料金 :大人 100円 、子ども50円

休館日 :毎週月曜日
12月 1日 ～ 2月末日

交通機関 :松本バスターミナルよリアル

プス公園行 きバス22分 松
本駅よリタクシー 15分、徒歩

約 1時間
問合せ先 :松本市アルプス山岳館

唖L 0263-33-0707
松本市役所観光温泉課

■L 0263-34-8307

松本市アルプス山岳館

ル
か
ら
四
〇
〇
キ
ロ
西
方
の
ロ
シ
ア
国
境

近
く
に
連
な
る
ハ
ル
ヒ
ラ
ー
山
群
の
尾
根

続
き
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
グ
ル
に
宿
泊
し

シ
ュ
ラ
フ
で
安
眠
し
た
。

翌
日
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
背
後
の
ピ
ー
ク

ヘ
登
る
べ
く
グ
ル
を
出
発
。
渓
谷
沿
い
の

道
を
登
り
、
橋
を
渡
る
と
花
の
咲
く
急
坂

に
な
る
。
小
さ
な
銀
の
星
を
ち
り
ば
め
た

よ
う
な

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が
咲
く
斜
面
な

の
で
、
花
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
し
て
尾
根

に
た
ど
り
つ
い
た
。
こ
こ
か
ら
頂
上
に
続

く
稜
線
に
取
り
付
き
、
最
後
の
登
り
を

マ

イ
ペ
ー
ス
で
た
ど
り
、
よ
う
や
く
岩
峰
に

登
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
八
四
〇
メ
ー
ト

ル
の
頂
上
に
立

っ
た
瞬
間
、
私
の
卒
寿
記

念
山
行
の
た
め
に
同
行
し
て
く
だ
さ

っ
た株式会社 石 神 丼 計 器 製 作 所 弓召LT轟 喘 1言躙 肌 認 ヨlR号

カタログ代無料、電話、FAX、素書でどうぞ

つや消し黒 ¥17.000 送料 ¥600
消費税別

コンパスグラス HB-3
広視界10°の明るい視野に目盛が

重なって見えます。見た目標が

そのまま正しい磁気方位でt

;Aerrrl'v2 Y 18,000

重量 78g、
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皆
さ
ん
の
お
陰
と
、
こ
み
上
げ
て
く
る
感

激
に
目
頭
に
涙
が
に
じ
ん
だ
。
遠
く
氷
雪

を
い
た
だ
く

ハ
ル
ヒ
ラ
ー
峰

（四

一
一
六

メ
ー
ト
ル
）
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
山
は
、
登
り
道
も
、
頂
上
も
、
下

り
斜
面
も
、
ず

っ
と

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が

咲
い
て
い
て
、
ま
さ
に
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・

ピ
ー
ク
。
同
行
の
会
員
と
喜
び
つ
つ
、
山

頂
で
記
念
撮
影
を
し
て
花
の
道
を
グ
ル
ヘ

戻

っ
た
。

ウ

エ
ス
ト
ン
肖
像
写
真
の
謎

田
畑
真

一

昭
和
三
年
七
月
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
銀
行

家
だ

っ
た
大
島
堅
造
に
対
し
、
大
小
二
枚

の
肖
像
写
真
を
贈
呈

（島
田
巽
ら

「Ｗ

・

ウ

ェ
ス
ト
ン
年
譜
そ
の
４
」
『山
岳
』
第
八

五
年
）
し
た
。
そ
の
う
ち
、
聖
職
服
姿
の

大
き
な
写
真
は
昭
和
三
十
年
ご
ろ
、
大
島

か
ら
日
本
山
岳
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ

は
額
入
り
だ
。

大
島
は

「私
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
と
文
通

し
て
い
て
、
署
名
入
り
の
写
真
を
頂
戴
し

た
。
そ
れ
は
東
京
の
日
本
山
岳
会
本
部
に

寄
贈
し
た
が
、
今
で
も
会
議
室
に
飾

っ
て

あ
る
と
思
う
」
（大
島
著

『山
の
古
典
と
共

に
』
図
書
出
版
社
）
と
書
い
て
い
る
。

私
は
大
島
の
四
男
、
大
島
輝
夫
氏

（本

会
会
員
）
に
う
か
が

っ
た
。
す
る
と

「あ

の
写
真
は
父
が
書
斎
の
入
口
に
か
け
て
い

ま
し
た
の
で
、
私
は
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
見

て
育

っ
た
懐
か
し
い
写
真
で
、
父
が
こ
れ

を
御
茶
ノ
水
の
ル
ー
ム
に
持
参
し
た
と
き
、

ち
ょ
う
ど
槙
さ
ん

（田
畑
注
、
元
会
長
の

槙
有
恒
）
が
お
ら
れ
、
槙
さ
ん
に
お
渡
し

し
た
と
帰
宅
し
て
言

っ
て
お
り
ま
し
た
」

と
の
ご
教
示
だ
。

大
島
が
日
本
山
岳
会

（以
後
、
山
岳
会

と
表
記
）
に
寄
贈
し
た
時
、
山
岳
会
事
務

局
は
東
京

・
御
茶
ノ
水
に
あ

っ
た
。
山
岳

会
の
御
茶
ノ
水
時
代
で
あ
り
、
織
内
信
彦

氏

（名
誉
会
員
）
の

「お
茶
の
水
時
代
十

五
年
」
（『山
岳
』
第
八
〇
年
）
に
く

わ
し
い
。

そ
の
後
の
経
緯
は
省
き
、
現
在
の

事
務
局
に
は
、
例
の
写
真
が
ロ
ビ
ー

の
壁
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
私
は
ウ

エ
ス
ト
ン
か
ら
大
島

へ
、
大
島
か
ら

槙
を
通
し
て
事
務
局

へ
の
経
緯
を
偲

ん
だ
。
私
は
写
真
の
裏
面
を
調
べ
た
。
す

る
と

「∽
ヨ
”
ヨ
①
〓
ｐ

Ｚ
①
ヨ
∪
ｏ
Ｄ
Ｑ

∽
一・
ヨ

や
∽
〇
⊂
↓
〓
∽
国
＞
」
な
ど
の
文
字

が
印
刷

（活
字
体
）
さ
れ
て
い
る
。
額
に

納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
不
明
だ

っ
た
文

字
が
見
つ
か
っ
た
わ
け
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、

ウ

ェ
ス
ト
ン
は
ロ
ン
ド
ン
の
ニ
ュ
ー
ボ
ン

ド

・
ス
ト
リ
ー
ト

一
四
六
に
あ

っ
た
ス
ワ

イ
ネ
写
真
館
で
撮
影
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
。

私
は
ロ
ン
ド
ン
ヘ
調
査
に
い
か
れ
た
三

井
嘉
雄
氏

（本
会
会
員
）
を
煩
わ
し
、
こ

の
写
真
館
の
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
現
地
に
は

す
で
に
写
真
館
は
存
在
せ
ず
、
美
術
商
の

建
物
が
あ

っ
た
。
建
物
の
表
示
は

「〓
ト

＼Ｏ
ｏ
”
「一「一Ｑ
∞
①
（『
一ｏ
①
＞
「
一∽
　
「
ｒ
の
）
」
・こ

あ
り
、
三
つ
の
地
番
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ボ
ン
ド

・
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
え
ば

ウ

エ
ス
ト
ン
が
講
演
な
ど
で
活
躍
し
た
い

ろ
い
ろ
な
関
係
の
建
物
が
思
い
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
が
周
辺
に
点
在
し
て
い
た
。
た
と

え
ば
王
立
地
理
学
協
会
が
あ

っ
た
し
、
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
も
近
く
に
あ

っ
た
。

だ
か
ら
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
に
と

っ
て
は
馴

染
み
の
地
域
だ

っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の

付
近
に
あ

っ
た
写
真
館
で
撮
影
し
た
点
も

納
得
が
い
く
。

な
お
、
写
真
と
台
紙
と
を
留
め
て
い
る

小
さ
な
シ
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ
に
は

「大

阪
堺
筋
三
越
前
錦
水
堂
額
縁
店
電
話
本
局

一
〇

一
五
番
」
と
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
額
縁
の
裏
面
に
も
、
同
じ
文
字
の

ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
大
島
は
関
西

方
面
で
活
躍
し
た
銀
行
家
だ

っ
た
の
で
、

な
る
ほ
ど
と
思
え
る
シ
ー
ル
や
ラ
ベ
ル
だ
。

錦
水
堂
額
縁
店
で
求
め
た
額
縁
だ

っ
た
と

も
断
定
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
島
田
ら
は

「大
島
と
ウ

ェ
ス

ト
ン
の
交
友
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
⌒前
掲
文
献
）
と
す
る
。
し
か
し
、
大

島
は

「私
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
と
文
通
し
て

い
て
」

（前
掲
文
献
）
と
書
い
て
い
る
。

私
は
大
島
家
に
現
存
す
る
ウ

ェ
ス
ト
ン

書
簡

（所
蔵

・
大
島
輝
夫
氏
）
を
調
べ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
見
る

だ
け
で
も
、
昭
和
三
年
七
月
九
日
か
ら
昭

和
十
二
年
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
九
年
間

に
も
及
ぶ
。
長
い
文
通
期
間
が
あ

っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
詢

最
後
に
付
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
　
は

あ
る
。
写
真
の
資
料
的
経
緯
に
つ
き
、
山

崎
安
治

（元
常
務
理
事
）
が
関
心
を
示
し
、

輝
夫
氏
に
対
し
、
山
岳
会
会
報
に
経
緯
を

書
く
よ
う
、
勧
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
い

う
。
し
か
し
輝
夫
氏
は
、
書
く
こ
と
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

私
は
上
記
し
た
先
人
各
位
の
尊
い
事
績
、

感
慨
に
対
し
、
思
い
を
は
せ
た
。
そ
し
て

輝
夫
氏
の
了
承
を
得
、
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

別
記

・
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
中

村
純
二
氏

（元
副
会
長
）
の
配
慮
を
得

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。な
お
、

先
人
の
お
名
前
を
敬
称
略
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

山岳会本部に飾られているウェストン師の写真
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図書 紹 介
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部

・
編

『田
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部

設
立
四
十
周
年
記
念
誌
』

秋
田
支
部
は

一
九
五
九
年
に
設
立
さ
れ
、

九
九
年
十

一
月
二
十
日
、
設
立
四
十
周
年

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ

の
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
設
立
か
ら
記

念
式
典
ま
で
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
な
内
容
は
、
支
部
設
立
の
経
緯
と
初

期
の
活
動
、
会
員
名
簿
、
会
員
列
伝
、
支

部
年
表
、
四
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
で
あ

る
が
、
本
書
の
特
色
は

「日
本
山
岳
会
秋

田
県
関
係
会
員
名
簿
」
で
あ
ろ
う
。
支
部

に
在
籍
し
た
会
員
の
み
な
ら
ず
、
秋
田
県

に
関
係
の
あ

っ
た
会
員
を
す
べ
て
拾
い
出

し
て
い
る
。
そ
し
て

「会
員
列
伝
」
で
は

そ
れ
ら
会
員
の
経
歴
を
可
能
な
限
り
調
べ イラスト 蜂谷益雄

'4■
)ヽ
′・
′
・

上
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
画
家
の
平

福
百
穂
氏
、
名
誉
会
員
で
日
銀
秋
田
支
店

長
を
勤
め
た
藤
島
敏
男
氏
な
ど
が
登
場
。

中
村
テ
ル
名
誉
会
員
に
つ
い
て
は

「北
海

道
の
生
ま
れ
だ
が
、
両
親
と
も
秋
田
市
出

身
。
大
祖
父
が
秋
田
藩
の
家
老
、勘
定
奉
行

の
渋
江
内
膳
で
…
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
企
画
は
、
支
部
設
立
メ
ン
バ

ー
の

一
人
で
あ
る
保
坂
隆
司
会
員
が
現
在

は
熱
海
市
に
在
住
し
て
い
て
、
本
会
図
書

室
に
足
繁
く
通

っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
。
人
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
事
情

も
あ
る
が
、
今
後
、
他
支
部
に
お
い
て
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
各
県
に

お
け
る
古
い
会
員
の
経
歴
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
な
ら
ば
、
本
会
百
年
史
の
好
個
の
資

料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　

　

（南
川
金

一
）

二
〇
〇
〇
年
二
月
　
日
本
山
岳
会
秋
田

支
部
発
行
　
一
三

一
ペ
ー
ジ

秋
月
俊
幸

。
著

『日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』

ベ
ー
リ
ン
グ
海
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
含

む
北
太
平
洋
の
西
北
部
は
、
十
八
世
紀
末

頃
ま
で
も
、
南
北
両
極
地
を
除
け
ば
、
地

球
上
で
最
も
未
知
で
不
明
確
な
地
域
、
海

域
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
こ
の
地
や
海
が
永
く

未
知
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う

と
、　
一
に
こ
こ
に
は
金
銀
香
料
の
類
が
あ

り
そ
う
も
な
い
と
、
世
界
の
権
力
者
や
資

産
家
、
航
海
者
に
思
わ
れ
、
彼
等
の
興
味

を
引
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
こ
の
地
域
に
金
銀
島
と
い
う
名
の
島

が
あ
る
と
い
う
風
説
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、

十
七
世
紀
中
葉
に
、
こ
の
島
を
探
索
す
る

た
め
オ
ラ
ン
ダ
の
航
海
者
フ
リ
ー
ス
が
訪

れ
た
が
、
金
銀
島
な
ぞ
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
ず
、
そ
の
航
海
も
徒
労
に
終
わ

っ
た

の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
理
由
は
こ
の
海
域
に
異
常

発
生
す
る
濃
霧
が
探
索
を
困
難
に
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
探
検
が
行
わ
れ

な
い
ま
ま
に
十
七
世
紀
頃
よ
り
、
地
図
が

作
ら
れ
始
め
た
も
の
だ
か
ら
、
今
か
ら
す

れ
ば
奇
々
怪
々
な
地
図
が
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
出
版
さ
れ
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
、

千
島
、
北
海
道
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
が
ご
ち

ゃ
混
ぜ
に
な

っ
て
地
図
上
に
描
か
れ
た
。

こ
れ
ら
の
地
図
作
成
の
歴
史
を
書
い
た

類
書
に

「北
方
図
の
歴
史
」
（船
越
昭
生
著

講
談
社
）
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
こ

れ
ら
を
記
述
し
、
百
七
十
枚
を
超
え
る
地

図
を
収
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
収
録

さ
れ
た
地
図
に
は
目
新
し
い
も
の
は
少
な

い
が
、
従
来
の
研
究
書

（和
洋
を
含
め
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
地
図
が
ほ
と
ん
ど
網
羅

さ
れ
て
い
て
、
言
わ
ば
、
日
本
北
辺
地
図

事
典
と
も
い
え
る
浩
渤
な
書
物
に
な

っ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（田
村
俊
介
）

一
九
九
九
年
十

一
月
第
二
刷
　
北
海
道

大
学
図
書
刊
行
会
発
行
　
四
〇
五

（本

文
）
プ
ラ
ス
四
四
ペ
ー
ジ
　
地
図

一
七

〇
枚
　
八
千
三
百
円

堀
　
公
俊
ｏ
著

『日
本
の
分
水
嶺
』

わ
ず
か
な
距
離
の
違
い
に
降

っ
た
雨
粒

は
、
お
互
い
に
異
な
る
方
向
に
流
れ
、
異

な
る
海
域
に
注
ぐ
。
こ
の
運
命
の
境
界
線

「分
水
嶺
」
は
、
文
学
作
品
や
日
常
の
比
喩

と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
大
変
響
き

の
よ
い
言
葉
だ
。
そ
こ
は
か
と
な
く
郷
愁

を
感
じ
る
こ
の
分
水
嶺
は
、
し
か
し
実
際

そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
正
確
に
知
る

人
は
意
外
と
少
な
い
。　
一
般
の
地
図
は
も

ち
ろ
ん
国
土
地
理
院
の
地
形
図
に
も
記
載

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
分
水
嶺
と

い
う
見
え
な
い
線
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間

生
活
や
環
境
に
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
こ
　
”

と
を
、
本
書
に
よ

っ
て
改
め
て
知
る
こ
と
　
は

が
で
き
、
日
本
列
島
の
縮
図
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

自
然
保
護
な
ど
に
も
関
わ

っ
て
い
る
著

者
は
、
全
国
を
気
ま
ま
に
訪
ね
歩
く
旅
行

者
の

一
人
と
自
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
日

本
列
島
の
大
分
水
嶺
を
鳥
政
的
に
ト
レ
ー

ス
し
、
そ
こ
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ

ン
ル
の
話
題
を
わ
か
り
や
す
く
軽
快
に
紹

介
し
な
が
ら
、
じ
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身

が
今
ま
さ
に
、
時
代
の
分
水
嶺
に
立

っ
て

い
る
こ
と
を
、
強
く
訴
え
た
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
山
旅
の
途
上
、
湧
き

水
や
小
さ
な
沢
に
出
会

っ
た
ら

「こ
の
流

れ
は
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
？
」
と
、
ち

ょ
っ
と
立
ち
止
ま

っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
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目

圏

圏

十
月
理
事
会

日
時
　
十
月
十

一
日
　
十
八
時
三
十
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
小
倉
、
竹
内
各

副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）、
木賛

宮
崎
、

高
原
、
村
井
（葵
）、
宮
下
、
鰺
坂
、
高
遠
、

坂
井
、
河
西
、松
原
各
理
事
、中
村
監
事
、
中

川
、
平
山
、
平
野
各
常
任
評
議
員

［委
任
］

大
森
副
会
長
、増
山
、勝
山
、
坂

本
各
理
事
、神
崎
監
事
、
田
邊
、吉
永
各
常

任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
・そ
の
三

（西
村
）

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
行
委
員
会
が
作
成

し
た

「実
施
案
」
に
対
す
る
説
明
。
承
認

二
、
Ｋ
２
登
山
隊

（
一
九
九
六
）
の
ビ
デ

オ
フ
イ
ル
ム
使
用
許
可
願
い

（西
村
）

九
月
理
事
会
の
要
請
に
よ
り
確
認
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｇ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
イ
ッ

ク
社
の
関
連
会
社
で
あ
る
。
中
身
で
ナ
ン

ー
シ
ョ
ン
、
立日

（Ｂ
Ｇ
Ｍ
）
を
除
く
こ
と

を
条
件
と
し
、
本
ビ
デ
オ
の
著
作
権
が
本

会
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
　
　
　
　
承
認

＊
外
国
に
資
料
を
貸
与
す
る
場
合
に
備
え
、

使
用
料
請
求
、
条
件
設
定
な
ど
を
検
討
し

て
お
く
。

【報
告
事
項
】

一
、
平
成
十
二
年
度
永
年
会
員
予
定
者
は

長
富
修
吉
、
金
澤
守
恭
、
雨
宮
淳
三
、
鈴

木
康
義
、
徳
久
球
雄
、
野
田
二
郎
、
青
木

巌
、
赤
羽
孝

一
郎
、
加
藤
輝

一
、
早
乙
女

緩
次
、
大
場
摂
雄
の
十

一
名
。

二
、
本
年
の
年
次
晩
餐
会
の
企
画

（西
村
）

十
二
月
二
日
、
東
京
新
高
輸
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
の
年
次
晩
餐
会
企
画
は
、

展
示
＝

「山
岳
写
真
展
」
、
報
告
＝

「ア
ル

バ
ー
タ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
二
〇
〇
〇
」
、
「第

二
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
者
記
念
講

演
」
（予
定
）、
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝

「Ｊ
Ａ
Ｃ

が
挑
ん
だ
世
界
最
高
峰
へ
の
足
跡
」
を
予

定
。
そ
の
他
例
年
通
リ
バ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
グ
ツ
ズ
販
売
、
翌
日
の
記
念
山
行

（千
葉
県
富
山
）。
会
費
は

一
万
五
千
円
。

三
、
平
成
十
二
年
度

（第
二
回
）
秩
父
宮

記
念
山
岳
賞
の
審
査
中
間
報
告

（竹
内
）

九
月
二
十
五
日
、
第

一
回
審
査
委
員
会

を
全
委
員
参
加
で
開
催
。
委
員
長
に
本
下

是
雄
氏
を
推
薦
し
（大
塚
会
長
よ
り
委
嘱
）

三
件
の
推
薦
書
類
審
査
を
行
っ
た
。

①

「山
岳
地
の
環
境
保
全
と
災
害
防
止
に

係
わ
る
大
気
科
学
の
研
究
」吉
川
友
章
氏
。

②

「大
峯

・
行
仙
宿
山
小
屋
建
設
」
玉
岡

憲
昭
氏
。
③

「十

一
次
に
わ
た
る
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊
に
よ
る
若
手
登

山
者
育
成
」
大
蔵
喜
福
氏
。

な
お
①
、
②
は
昨
年
度
応
募
案
件
。

四
、
資
料
借
用
願
い
の
報
告

（西
村
）

①
い
山
と
漢
谷
社
よ
り

「山
岳
」
三
二
年

よ
り
六
九
ペ
ー
ジ
黒
部
下
部
奥
山
概
念
を

「山
と
漢
谷
」
十

一
月
号
へ
転
載
す
る
。

②
帥
ス
タ
ジ
オ
ア
ル
タ
よ
り

「日
本
隊
エ

ベ
ン
ス
ト
初
登
頂
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真

を
、
Ｔ
Ｖ
番
組

「ミ
ス

ｏ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
世
界
大
会
の
歴
史
を
紹
介
す
る
際

同
時
に
世
界
の
歴
史
を
紹
介
す
る
と
き
」

に
使
用
、
放
送
す
る
。

③
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
よ
り

「チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
未
踏
の
北
壁
、
登
頂
成
功
」
の
写
真

を
、新
成
人
へ
の
記
念
ア
ル
バ
ム
に
使
用
。

五
、
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
九

月
二
十
日
午
後
二
時
よ
り
会
議
室
で
開
催

対
象
百
十
二
名
中
二
十
二
名
が
出
席
。

財
務
委
員
会

・
村
井

（龍
）

①
月
度
の
会
計
報
告
。

②
百
周
年
の
予
算
措
置
と
し
て
毎
年
五
百

万
円
（総
額
二
千
五
百
万
円
）
は
実
現
可
能
。

③
ネ
パ
ー
ル
シ
バ
プ
リ
四
十
万
円
の
使
用

内
訳
の
報
告
が
あ
っ
た
。

④
図
書
管
理
小
委
員
会
よ
り
、
図
書
室
で

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
の
で
図
書
閲
覧
の
場
の
徹
底
を
要
請
。

会
報
編
集
委
員
会

ｏ
村
井

（葵
）

①
十
月
号
は

「ア
ル
バ
ー
タ
」
特
集
が
ト

ッ
プ
、
そ
の
他
北
九
州
支
部
設
立
な
ど
。

②
九
月
号

「報
告
」
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
委

員
会
の
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
っ
た
、
お

詫
び
し
訂
正
を
す
る
。

海
外
登
山
委
員
会

ｏ
西
村

（増
山
代
理
）

①
十
月
二
十
八
日
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会
主
催

の
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
大
森
副
会
長
を
派

遣
。
当
会
の
晩
餐
会
に
は
カ
ナ
ダ
山
岳
会

会
長
を
招
待
し
た
い
。
資
金
は
ア
ル
バ
ー

タ
二
〇
〇
〇
の
会
計
よ
り
捻
出
す
る
。

②
十
月
六
日
、
増
山
は
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会

を
訪
問
し
、
プ
リ
エ
ト
会
長
に
面
接
。

高
所
登
山
研
究
委
員
会

・
坂
井

十

一
月
十
八
日
十
二
時
三
十
分
よ
り
、

東
京
体
育
館
第

一
研
修
室
に
お
い
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
登

頂
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

発
表

⌒山
本
正
嘉
氏
）
、
多
様
化
す
る
高
所

登
山
の
価
値
観
を
踏
ま
え
今
後
の
展
開
を

坂
下
直
枝
、
谷
川
太
郎
、
北
村
敏
之
各
氏

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
行
う
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
江
本
嘉
伸
氏
。

学
生
部
指
導
委
員
会

・
宮
崎

□

き講座。各地発着の筍 ンを
ご用意し春した。

囲百画面再画司
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①
十

一
月
十
八
日
十
五
時
よ
り
、
東
京
体

育
館
第

一
研
修
室
に
お
い
て
、
大
学
山
岳

部
監
督
会
議
を
開
催
。
テ
ー
マ
は

「ス
ポ

ー
ツ

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
ア
ル
パ
イ
ン

・

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
、
「高
校
登
山
の
現
状
と

大
学
山
岳
部

へ
の
関
わ
り
」
、
「カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
山
々
の
紹
介
」
を
予
定
。

②
韓
国
大
学
山
岳
連
盟
よ
り
誘
い
が
あ
り

検
討
中
だ

っ
た
「日
韓
学
生
友
好
登
山
」
を

韓
国
の
大
学
山
岳
部
と
の
交
流
お
よ
び
イ

ン
ス
ボ
ン
に
お
け
る
フ
リ
ー

・
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
目
的
と
し
て
、
十
月
十
六
日
よ
り

二
十
三
日
ま
で
韓
国
で
実
施
。
日
本
側
は

学
生
四
名
、
学
生
部
指
導
委
員
二
名
。

山
研
運
営
委
員
会

ｏ
坂
本

一
般
利
用
は
十
月
二
十
七
日
ま
で
と
し

二
十
八
、
二
十
九
日
で
閉
所
。
九
月
末
ま

で
の
宿
泊
利
用
者
数
は
七
百
四
十
人
。

科
学
委
員
会

ｏ
森

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「登
山
者
の
立
場
か
ら

山
の
ト
イ
ン
問
題
を
考
え
る
」
を
自
然
保

護
委
員
会
と
共
催
で
、
十

一
月
二
十
五
日

東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

（飯
田

橋
駅
徒
歩
七
分
）
で
開
催
す
る
。

図
書
委
員
会

・
宮
下

十
月
二
十
七
日
、
講
演
会

「七
十
五
年

前
と
今
日
の
ア
ル
バ
ー
タ
」
を
山
田
二
郎

元
会
長
を
講
師
に
開
催
す
る
。

自
然
保
護
委
員
会

ｏ
河
西

①
自
然
保
護
委
員
会
全
国
大
会
を
福
井
支

部
の
協
力
で
十
月
十
四
日
、
福
井
県
大
野

市
で
開
催
。
竹
内
副
会
長
ほ
か
八
十
名
が

出
席
予
定
。
十
五
日
は
荒
島
岳
に
登
山
。

②

「山
岳
会
の
森
」
構
想
に
関
す
る
０
国

土
緑
化
推
進
機
構
よ
り
の
補
助
金
二
百
万

円
は
、
自
然
保
護
委
員
会
河
西
名
義
の
口

座
を
作
り
川
越
委
員
が
管
理
す
る

（村
井

財
務
担
当
と
は
打
ち
合
わ
せ
済
み
）
。

③
十
月
十
八
日
、
現
地
を
視
察
し
、
作
業

候
補
地
を
決
定
す
る
。
十
月
二
十
八
日
、

参
加
者
二
十
二
名
で
現
地
作
業
の
予
定
。

医
療
委
員
会

・
西
村

（増
山
代
理
）

十
月

一
日
よ
り
五
日
ま
で
チ
リ
の
ア
リ

カ
に
お
い
て

「登
山
医
学
と
高
所
生
理
学

に
関
す
る
国
際
会
議

（ク
ラ
ウ
ス

・
ベ
ー

ン
会
長
）」
が
開
催
さ
れ
、
増
山
、
中
島
、

滝
、
新
井
が
出
席
。
国
際
登
山
医
学
会

（Ｉ

Ｓ
Ｍ
Ｍ
）
の
総
会
も
行
わ
れ
、
会
長
に
ハ
ケ

ッ
ト
氏
（米
国
）
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
副

会
長
に
中
島
道
郎
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

ア
ル
バ
ー
タ

ｏ
西
村

（増
山
代
理
）

九
月
二
十
六
日
、
新
宿
中
村
屋
で
八
月

の
登
山
、
ト
ン
ツ
キ
ン
グ
の
打
ち
上
げ
が

行
わ
れ
、
大
塚
会
長
、
大
森
実
行
委
員
長

ほ
か
、
熊
崎
登
山
隊
長
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

参
加
者
な
ど
約
五
十
名
が
参
加
し
た
。

そ
の
他
入
会
者
が
減

っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て

具
体
策
を
と
い
う
中
川
評
議
員
の
意
見
に

関
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
あ

っ
た
。

①
若
い
人
の
会
費
を
安
く
し
て
、
若
年
層

を
増
や
し
た
い
。
②
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
は

入
会
に
推
薦
者
不
要
。
③
魅
力
あ
る
山
岳

会
と
は
　
例

・
登
山
四
団
体
統

一
保
険
制

度
、
会
員
は
安
く
物
が
購
入
で
き
る
な
ど
。

④
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
は
ク
ラ
ブ
組
織
か
ら

企
業
組
織
に
変
え
た
。
⑤
会
員
を
増
や
す

に
は
会
の
基
本
事
項
ま
で
少
し
ず
つ
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
⑥
大
学
が
所
有
し

て
い
る
山
小
屋
が
使
え
る
。
⑦
在
日
外
国

人
に
も
山
好
き
が
い
る
。
③
高
校
、
中
学

の
生
徒
を
山
に
連
れ
て
ゆ
く
講
師
役
を
。

⑨
会
員
が
Ｔ
Ｖ
局
、
新
聞
社
な
ど
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
講
師
を
し
、
入
会
者
を
。
⑩

「青
年
部
」
だ
け
で
な
く

「中
高
年
部
」
も

必
要
で
は
。
⑪
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
平
易

な
言
葉
で
表
現
。
⑫
理
事
会
で

「高
齢
化
、

入
会
者
減
少
化
」
を
テ
ー
マ
に
徹
底
討
論

な
ど
。

■
会
員
異
動

物
故
高
本
律
生

⌒
〓
二
一
一
五

相
川
　
修

（二
九
〇
〇
）

水
野
公
男

（五
五
三
四
）

中
川
公
夫

（八
〇

一
二
）

相
山
之
良

（四
四
三

こ

会
田
　
東

（
一
〇

一
一
三

西
尾
　
聡

（
一
〇
三
〇
〇

田
■
■

１０

月
２
日
　
総
務

（委
）

３
日
　
高
所
登
山
研
究

（委
）

学
生
部

新
日
本
山
岳
志
編
集

（委
）

ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

（ク
）

∩

'∩

 ∩
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1010109▼

九売
19151129二
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日

５

日

６

日日日

Ｈ

日

１９

日

２０

日

２３

日

２４

日

２６

日

２７

日
10 713

日
12

日
18 17 16
日 日 日

２８

日

３０

日

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ

（委
）

一二
水
会

ト
イ
ン
シ
ン
ポ

（小
委
）

９９
同
期

△バ資
料

（委
）

フ
オ
ト
ビ
デ
オ

⌒ク
）

財
務

（委
）

学
生
部
　
海
外
連
絡

（委
）

土
曜
会

常
務
理
事
会
　
自
然
保
護

（委
）

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

（ク
）

理
事
会
　
会
報
編
集

（委
）

９７
同

期
会
　
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

青
年
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

９５
同
期
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

（ク
）

００
同

期
会
総
務

（委
）

山
げ
ら
の
会

図
書

（委
）

集
会

（委
）

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査

（委
）

山
研
運
営

（委
）

科
学

（委
）

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー

（ク
）

総
務

（委
）

高
所
登
山
研
究

（委
）

自
然
保
護

（委
）

緑
爽
会

９９
同
期
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

（小
委
）

学
生

部
　
９８
同
期
会
　
土
曜
会
　
フ
オ

ト
ビ
デ
オ

（委
）

図
書

（委
）

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

審
査

（委
）

評
議
員
会

総
務

（委
）

フ
オ
ト
ビ
デ
オ

（委
）

１０
月
来
室
者
５９９
名
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イラスト・村上直温

◆
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

図
書
委
員
会

北
海
道
斜
里
町
に
あ
る

「北
の
ア
ル
プ

美
術
館
」
は
山
の
文
学

・
美
術
を
対
象
に

し
た
お
そ
ら
く
日
本
で
唯

一
の
文
学
館

・

美
術
館
で
す
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
は

ま

っ
た
く
の
個
人
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
責
任
者
で
あ
る
館
長
の

山
崎
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
内
容
、

経
緯
、
展
望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。
極

め
て
稀
な
機
会
で
す
の
で
、
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時
　
二
〇
〇

一
年

一
月
二
十
九
日
０
十

八
時
三
十
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
山
崎
　
猛
氏

◆
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
指
導
委
員
会

恒
例
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

を
下
記
の
要
項
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
講

師
に
は
日
本
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

第

一
人
者
で
あ
る
溝
渕
二
郎
氏
ほ
か
を
お

招
き
し
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
確
か
な

技
術
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
は

じ
め
よ
う
と
い
う
方
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
基
礎
技
術
を
学
び
直
し
た
い
と
い

う
方
に
は
ま
た
と
な
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
初
級
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
ど
う
ぞ

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
〇
〇

一
年
二
月
二
日
ω
～
五
日

０
　
※
中
途
参
加
も
可

場
所
　
八
ヶ
丘
山　
赤
岳
鉱
泉
周
辺

内
容
　
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
礎
技

術
全
般

講
師
　
溝
渕
二
郎
、
松
原
尚
之
　
他

参
加
費
用
　
二
万
五
千
円
を
予
定

（宿
泊

費

・
食
費
含
む
）
学
割
あ
り

申
込
　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
郵
便
ま
た

は
フ
ア
ク
ス
で
松
原
尚
之

（指
導
、

遭
難
対
策
、
青
年
部
担
当
理
事

〒

一
六
四

‥
○
〇

一
四

東
京

都
中
野
区
南
台
四

‐
二

‐
五
　
金

井
方
　
ｈ
Ｏ
三

‥
三
二
八
三

‐
六

〇
三
四
）
宛

＊
資
料
、
申
込
用
紙
等
を
送
付
し
ま
す
。

◆
ス
キ
ー
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

集
会
委
員
会

・
山
形
支
部
共
催

例
年
、
成
人
の
日
に
開
催
し
て
い
た
ス

キ
ー
懇
親
会
で
す
が
、
今
年
は
日
程
を
変

え
て
開
催
し
ま
す
。
開
催
地
は
山
形
蔵
王

ス
キ
ー
場
、
山
形
支
部
の
蔵
王
で
の
恒
例

行
事
と
合
流
し
ま
す
の
で
、
腕
に
自
信
の

あ
る
方
は
支
部
の
方
々
と
の
ツ
ア
ー
に
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
二
〇
〇

一
年
二
月
十
日
ω
～
二
月

十
二
日
０

費
用
　
二
万
六
千
円
程
度
を
予
定

宿
泊
　
蔵
王
中
央
高
原
片
貝
湖
畔

「蔵
王

パ
ラ
ダ
イ
ス
ロ
ッ
ジ
」

現
地
集
合

・
解
散

申
込
　
一
月
十
日
ま
で
に
会
員
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
勝
山
康

雄
へ

⌒〒
三
二
四
‥
○
〇
五
七

川
口
市
安
行
原

一
二
六
二
‥
二
五

ｈ
Ｏ
四
八
‐
二
九
四
‥
九
六
四
六
）

◆
第
八
回

「初
詣
山
行
」

９９
同
期
会

日
時
　
一
一〇
〇

一
年

一
月
七
日
０

場
所
　
丹
沢
大
山

集
合
　
小
田
急
線
秦
野
駅
　
九
時

行
程
　
秦
野
―
蓑
毛
真

（山
―
日
向
薬
師

申
込
　
一
月
四
日
ま
で
に
、
氏
名
、
会
員

番
号
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
ハ
ガ

キ
か
フ
ア
ッ
ク
ス
で
森
啓
宛

（〒
二
〇

一
‐
〇
〇
〇
五
　
狛
江
市

岩
戸
南
三
‥
一
三
上
ハ
　
ｈ
Ｏ
三

上
二
四
八
八

‐
四
六
七
〇
）

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

山
げ
ら
の
会

「筋
肉
痛
よ
さ
よ
う
な
ら
、
楽
に
山
に
登

り
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
毎
月

一
回
十

八
時
三
十
分
よ
り
、
ル
ー
ム
で
簡
単
な
筋

ト
ン
と
ス
ツ
ト
レ
ツ
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
取
り
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
三
井

（肌
＆

ｈ
Ｏ
三
‥
三
四
五

一
‐
五
三
八
八
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
訂
正
　
十
月
号

（六
六
五
号
）

一
九
ペ

ー
ジ
の
短
歌

「岩
肌
の
苔
滑
る
水
脈
に
陽

の
散
り
て
黒
髪
の
滝
と
わ
れ
は
叫
び
に

き
」
は

「…
…
呼
び
に
き
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

十

一
月
号
（六
六
六
号
）
一
〇
ペ
ー
ジ
最

終
″何
の
「コ
諄
り
＼̈＼選
ダ
ミ
ミ
リ
Ｎ
Ｕ
Ｄ
”
〇
こ
・ｏ
ｏ

８
」
は
「…
く
項
ξ
も
ヽ
「
‥
」
の
誤
り
で
し
た
。

●
編
集
後
記
¨

「山
」
十
月
号
に

「山
の
日
」
制
定
を
望

む
、
と
題
し
た
投
稿
を
掲
載
し
ま
し
た
。

既
に
日
本
ア
ル
パ
イ
ン

◆
ガ
イ
ド
協
会
が

平
成
七
年
九
月
十
六
日
付
で
、
十
月
二
日

を

「登
山
の
日
」
と
し
て
日
本
記
念
日
協

会
、　
一
三
七
号
の
正
式
認
定
記
念
日
と
し

て
登
録
し
て
い
ま
す
。
当
会
に
も
推
進
運

動
の
協
力
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
て
お
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
歴
史
の
大
き
な
分
水
嶺
を
越

え
て
新
世
紀
に
入
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
無
事
な
る
峠
越
え
と
、
ク
ラ
ブ
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま
す
。
（村
井
　
葵
）
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